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序

鳥取県の西部にそびえたつ大山はその美しさから「伯者富士」と呼ばれ、

古来より伯者地方の人々の暮らしを見守ってきました。その西に位置する会

見町は自然豊かな美しい町であり、ここからは大山の四季折々の情緒ある姿

を眺めることができます。そのような自然環境を活かして、昨年、越敷野地

区に県立フラワーパーク「とっとり花回廊」が開園するなど、さらなる発展

が期待されております。

さらにこの地は古くからの遺跡の宝庫としても知られており、古代人の生

活の様子や、伯者と出雲を結ぶ要所として栄えたことを物語る、貴重な遺跡、

遺物が数多く存在しております。そして今回の発掘調査も、弥生～古墳時代

の集落跡である越敷山遺跡群を眺めながらの調査となりました。

このような遺跡地帯において、町道改良工事によって失われる遺跡を記録

保存するために、当財団では平成11年度に鳥取県の委託を受け、発掘調査を

実施しました。その結果、弥生時代の住居跡を始め数多くの遺構・遺物が発

見されました。これらは当時の越敷野周辺の生活環境、そして西伯者一帯の

弥生時代の様子を知るうえで、貴重な資料になるものと思われます。

今日、県民の埋蔵文化財に対する関心は高まってきております。本報告書

がそのような県民の関心に応え、さらに認識を深める一助となると共に、教

育及び学術研究のための資料として、広く御活用いただければ幸いでありま

す。

最後になりましたが、発掘調査に際しまして多大な御理解と御協力をいた

だきました地元の皆様を始め、御指導いただきました方々、鳥取県土木部な

ど関係各位に対し、心から感謝すると共に厚く御礼を申し上げます。

平成12年3月

財団法人　鳥取県教育文化財団

理事長　有　田　博　充
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1．本報告書は「一級町道諸木鶴田線道路改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査」として平成11年度に実施した、

埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2．本発掘調査は下記に所在する遺跡を対象として実施された。

鳥取県西伯郡会見町荻名字天野490、491、495～499、501－1、503、504、505－1・2、507－1・2、507－6～8（以

上1区）、字上ケ市247、249、250（以上2区）、字上ナル516、517－1、522－2（以上3区）

3．本報告書における標高値は海抜を、方位、座標値は国土座標第Ⅴ系を用いた。

4．本報告書に掲載した挿図1、挿図50は、会見町役場から提供された1／5，000会見町全図に趨敷山遺跡群調査報

告書の付図を合成したものであり、挿図3には国土地理院発行の1／50，000地形図「米子」を使用した。

5．本発掘調査にあたっては、調査指導を元島根大学教授の田中義昭先生に依頼した。

6．本発掘調査の実施にあたり、航空写真撮影と基準点測量をそれぞれ専門業者に委託した。

7．地形測量及び遺構の実測は調査員が行った。

8．遺物の実測は整理員が行った。

9．掲載図面は調査員が作成したものを整理員が清書を行った。

10．遺構の写真は調査員が撮影した。

11．遺物の写真撮影は奈良国立埋蔵文化財研究所の牛嶋　茂氏、杉本和樹氏に依頼し、調査員が補佐にあたった。

12．発掘調査によって作成された記録類は鳥取県埋蔵文化財センター、出土遺物は会見町教育委員会にそれぞれ

保管されている。

13．本報告書の作成は調査員の協議に基づいて執筆及び編集し、文責は目次に記した。

14．現地調査および報告書の作成にあたっては関係各機関を始め、多くの方々からのご指導、ご教示およびご支

援をいただいた。ご芳名を記して深謝の意を表する。（敬称略、順不同）

稲田　豊、新井宏則、橋口妙子、岡田竜平、岸本浩忠、佐伯純也、中川　寧、禰宜田佳男、石崎善久、

藤井　整、福島孝行、鈴木篤英、遠藤勝春、村上恭通

凡　　例

1．本報告書において採用した遺構の略称は以下のとおりである。

SI：竪穴住居跡　　SB：掘立柱建物跡　　SD：溝状遺構　　SK：土坑状遺構

S S：段状遺構　　　P：ピット

2．調査時と報告時の遺構の名称は、一部の遺構とピットを除き同一である。詳しくは第3章を参照のこと。

3．遺構図中の遺物の出土位置を、土器は●、石器・石製品は▲、鉄器は■で示す。

4．遺構、遺物実測図に用いたスクリーントーンはそれぞれ以下のものを表す。

5．赤色顔料 磨面・砥石使用面 焼土面 貼り床・埋め戻し

6．石器実測図に用いた矢印は蔽痕、砥石使用面の範囲をあらわす。

7．遺物は土器、石器・石製品、鉄器・金属製品の3種に分け、それぞれ通し番号を付けた。土器は番号のみ、

石器・石製品は番号の頭にSを、鉄器・金属製品は番号の頭にFを付けている。

8．遺物実測図のうち、床面出土のものには番号の前にドット（●）を打っている。

9．調査時の荻名第3遺跡の略称はOG3とし、遺物の注記に使用している。

10．文章中で触れる土器型式名および年代は越敷山遺跡群土器編年を参考にする。
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第1節　発掘調査に至る経緯

第1章　調査の経緯

第1節　発掘調査に至る経緯

会見町では平成11年の県立フラワーパーク「とっとり花回廊」開園に先立ち、交通対策の一環として、一級町

道諸木鶴田線道路改良工事が平成7年度から年次的にすすんできた。今回の工事予定区域は、越敷山山頂に位置

する全長35mの越敷山13号境を中心とした、越敷山遺跡群の周辺地城にあたり、一部が土器散布地にかかってい

た。そのため会見町は道路工事に先だって、予定地城内の遺跡、遺構の有無を確認する必要があった。

平成9年度に会見町教育委員会によって実施された試掘調査の結果、いくつかのトレンチから土坑、ピァトな

どの遺構や弥生土器などの遺物が出土し、遺跡の存在が確認された。この事業は鳥取県が代行することになった

ため、鳥取県土木部道路課及び鳥取県米子土木事務所は、鳥取県教育委員会事務局文化課と協議し、文化財保護

法第57条の3に基づく発掘通知を文化庁長官に提出した。その結果、事前発掘調査の指示を得たため、鳥取県土

木部道路課は財団法人鳥取県教育文化財団に発掘調査を委託した。鳥取県埋蔵文化財センター所長は文化庁長官

に文化財保護法第57条第1項に基づく発掘届を提出した上で、西部埋蔵文化財米子調査事務所会見分室を設置し、

2名の調査員で荻名第3遺跡の調査を担当することとなった。

第2節　調査の経過と方法

調査地は台地にたくさんの小谷が深く切り込んで形成された舌状丘陵の上に立地しており、大きく2つに分か

れている。北西側を1区、南東側は農道を挟んで南側を2区、北側を3区と設定した。これらは地形的に一続き

の尾根上にある。1区の北西側は施工が完了し、切り立った崖となっている。調査区内の農道は1区側を通行止

めにしたが、2区と3区の間は車両の通行を確保する必要があった。発掘調査は1区、2・3区の順に着手する

こととなった。

1～3区の調査前地形の航空写真撮影後、4月5日より1区の調査前地形測量を行った。

4月12日から重機を使用して表土を除去した。排土は北西側の道路用地及び南側の谷部へ排出した。これらの

排土は調査終了後に場外に搬出される。

基準点測量を業者に依頼した。調査区に設定した、グリッドと呼称する10m方眼の角度は国土座標第Ⅴ系に準

拠し、軸線を南北に0－15、東西にA～Rと振り当てる。交点の座標はAO（Ⅹ：－70，320，Y：－85，300）、R

15（Ⅹ：－70，470，Y：－85，130）となる。交点には杭を打ち、グリッド名は南西隅交点の座標の名称を使用した。

4月20日から作業員を稼働して、遺構検出作業を行った。排土はベルトコンベヤーで調査区外へ排出した。調

査後の地形測量と航空写真撮影を行い、9月28日に1区の調査を終了した。

9月29日に1区の調査成果の報告を主とする記者発表を行った。10月2日に現地説明会を開催し、町内を中心

に約60名の参加者を得た。

1区の調査と並行して6月下旬から2・3区の調査前地形測量に取り掛かった。重機による表土剥ぎは3区か

ら入り、続いて2区に着手する。排土は2区西側の谷部へ排出した。

2区、3区で検出した遺構の検出状況から未着手の農道部分にも遺構の広がりが予想された。そこで一部の表

土を人力で掘削したところ、多くの遺構を検出した。車両の通行量が少ないことと、残存する遺構の深度から、

農道封鎖は回避できると判断し、パネルの敷設や土嚢積みによる遺構の保全と段差の緩和、柵の設置など、安全

確保に努めた上で町役場を通じて調査への理解を求め、通行時の注意を呼びかけた。

2・3区の航空写真撮影と地形測量を行い、10月29日にすべての作業を完了した。
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第1章　調査の経緯

第3節　調査体制

○調査主体　　財団法人鳥取県教育文化財団

理事長

常務理事

事務局長

有　田　博　充（鳥取県教育委員会教育長）

大和谷　　　朝（鳥取県教育委員会事務局次長）

岡　山　宏　徳

財団法人鳥取県教育文化財団　鳥取県埋蔵文化財センター

所　　長

次　　長

調整係長

文化財主事

主任事務職員

事務職員

古　井　喜　紀（鳥取県埋蔵文化財センター所長が兼務）

八木谷　　　昇

松　田　　　潔

高　垣　陽　子

矢　部　美　恵

嶋　村　八重子

○調査担当　　財団法人鳥取県教育文化財団　鳥取県埋蔵文化財センター

西部埋蔵文化財米子調査事務所会見分室

所　　長

主任調査員

調査員

整理員

回　田　俊　雄

家　塚　英　詞

柴　田　親　臣

塚　田　文　子

○調査指導　　鳥取県教育委員会事務局文化課　鳥取県埋蔵文化財センター

下記の方々に発掘作業、整理作業に従事、または協力いただいた。（敬称略）

野口　基治　　　野口　文恵

稲田　三枝子　　富永　武子

宇田川　東功子　西村　美知枝

頼田　美佐子　　池野　　毅

板持　　章　　　清水　房子

細田　フサ子　　頼田　つゆ子　　吉村　京子

後藤　菊夫　　　後藤　貞子　　　伊藤　景子

福井　徳子　　　永江　美枝子　　小林　等子

野津　松夫　　　藤江　利夫　　　都田　三郎

福田　弥千代　　厨子　彰子　　　野島　尚子
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渡辺　静江

山川　愛子

田宮　　繁

遠藤　清子



第1節　地理的環境

第2章　位置と環境

第1節　　地理的環境

荻名第3遺跡は鳥取県西伯郡会見町荻名に位置する。

1．鳥取県

中国地方の北部にあり、北は日本海に面し南は中国山地を望む。東西に細長く、総面積の86．3％が山地である。

県の東・中・西部にはそれぞれ一級河川が流れ、下流域には沖積平野が広がる。そのうち西部を流れる日野川が

最長で、下流域には米子平野が広がっている。

2．会見町

鳥取県の西端に位置し、東西南北をそれぞれ岸本町、西伯町、日野郡溝口町、米子市に接している。

地勢は盆地状で、周囲を見渡すと、東は越敷山、高塚山、粟津山、南は比婆山、西は要害山と一連の山脈に囲

まれている。北側は米子市に接し平坦な水田地帯、東側は傾斜が緩やかで果樹園や畑地が多く、林野率66％の農

山村である。粟津山を源とする朝鍋川と比婆山山麓を源とする小松谷川は、浅井地内で合流した後、米子市青木

地内で日野川の支流である法勝寺川に合流している。

当町は発足時の経緯もあり、人口4，117人（平成12年1月末現在）、面積31k崩と規模的には県内でも小さい。ま

た米子市に隣接しており、立地的には恵まれていると思われるが、鉄道、国道が通ってないため、地域発展には

不利な面もある。しかし古代より山陰道の要所として栄えた地であり、貴重な文化遺産が点在し、町内からの大

山の眺望は素晴らしく、自然も豊かである。なお、越敷野周辺は「ふるさと大山ふれあいリゾート構想」の重点

整備地区になっており、東麓部には平成11年に県立フラワーパーク「とっとり花回廊」が開園した。今後は、こ

のような観光資源と自然を生かした開発が期待されている。

3．越敷原台地

当調査地は会見町の北東部、越敷山（226．5m）を中心とする標高200m前後の越敷原台地上に位置する。

この台地はかつて採草地として利用され、「越敷野」と呼ばれることもあるが、そのほとんどが赤松林を主とす

る山林であった。現在は山林のほかに畑地や、梨、富有柿などの果樹園地が散在する。

地質は、基盤の花崗岩とこれを覆う鮮新世の玄武岩溶岩流があって、平坦面は溶岩流の上面にあたっている。

平坦面上には、大山火山の噴出物である火山灰などが堆積している。脊稜部は比較的なだらかであるが、いたる

所に深い谷が発達しており、特に深い谷奥には溜池が設けられ、谷間に水田が営まれている。なお、台地上の現

在の集落である荻名、上野、池野、鶴田、小町はいずれも谷の小川が流れる所に位置している。

挿図2　遺跡位置図
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第2章　位置と環境

第2節　歴史的環境

1．縄文時代

昭和50年頃、諸木地区で中学生がサヌカイト製の有舌尖頭器を発見した。これが会見町域最古の資料と思われ

る。草創期には大山山麓を中心に、このような有舌尖頭器や尖頭器が出土している。しかしいずれも遺構に伴わ

ず、他の石器や土器などとも共伴しないため、当時の様子を知るには不十分である。

早期になると、大山山麓を中心に縄文遺跡が登場する。（4）米子市・上福万遺跡では押塑紋土器とともに集石、

土坑が、平成11年度に調査の行われた西伯町・龍徳遺跡では縄文土器、集石遺構が確認されている。これらは山

陰では数少ない早期の遺跡となっている。

前期には、「縄文海進」といわれる海水面の上昇によってできた、海岸部のラグーン（潟湖）周辺に多くの遺跡

が見られる。中海沿岸に位置する（1）米子市・目久美遺跡では、前期の土器をはじめ中期の貯蔵穴などが確認され

ている。

中期の遺跡は少ないが後・晩期になると、人々の生活の場は山裾の平野部にも広がっていく。それは初めて会

見町にも及び、朝鍋川を挟んで西に天王原を望む㈹日朝金遺跡では、大量の土器や石器類などが出土している。

一方、大山山麓の丘陵部では多数の落し穴が発見され、なかでも淀江～大山町。妻木晩田遺跡群（963基）、㈹越

敷山遺跡群（341基）、（3）米子市・青木遺跡（228基）などで多く見られる。

2．弥生時代

この地方の弥生文化は目久美遺跡辺りで始まったとされ、その後河川に沿って急速に広がっていく。

前期には餉諸木遺跡、鋼宮尾遺跡、仕力天王原遺跡で環濠をもつ集落が形成される。

中期になると居住地域は拡大し、㈱宮前遺跡や㈹浅井土居敷遺跡で集落跡が確認されている。また農業技術の

進歩により、台地周辺の湿地でも稲作ができるようになると、人々は青木遺跡や天王原遺跡のような台地や、越

敷山遺跡群のような奥まった丘陵にまで生活の場を広げていく。

後期には台地や丘陵上で居住地城がさらに広がる。長者原台地では、青木遺跡がさらに拡大するとともに、（2）

福市遺跡などができ、越敷山遺跡群でも戸数の爆発的な増大が見られる。また妾木晩田遺跡群では、現発掘段階

で九州・吉野ヶ里遺跡の約1．3倍、156haの広さを誇る弥生時代最大規模の集落とともに、四隅突出型墳丘墓が出

現する。この墳墓形態は出雲地方を中心とした山陰地方に多く見られるが、会見町域ではまだ確認されていない。

この頃、仕功朝金小チヤ遺跡では大規模な墳丘墓が築かれており、当地域における古墳時代の息吹が感じられる。

3．古墳時代

農耕社会の出現により貧富の差が生まれ権力者が出現すると、その葬送儀礼として大規模な古墳が築かれるよ

うになる。

前期には県内でもいち早く幽普段寺1号噴、糾普段寺2号境がつくられる。いずれも三角縁神獣鏡が出土して

おり、また1号境は全長21．7mと前方後方墳では西伯著最大である。

古墳が大型化する中期になると、㈱三崎殿山古墳が築かれる。全長108mの前方後円墳で、山陰第2位の大き

さを誇る。西伯者でそれに続くのは淀江町・向山4号境の全長65mであり、この古墳の巨太さがうかがえる。ま

た鍋浅井古墳群の11号境では画文帯神獣鏡が確認されている。前述した会見町の前・中期古墳はいずれも近接し

ており、この地域の首長が西伯者で早い時期に首長権を確立し、その後も一定の勢力を保っていたことを物語っ

ている。

後期に入ると、首長や豪族のみならず有力農民層も古墳造営に取り組む。餉後増山古墳などで中型の前方後円

墳が築かれ、さらに（8）田住古墳群、仙朝金古墳群、㈹井上古墳群、個御内谷古墳群、餉高姫古墳群など現集落の

後背地に群集境が営まれるようになる。また荻名、鶴田などの越敷山遺跡群周辺にも小型古墳が点在している。

埋葬形態では、㈲寺内8号境の横穴式石室で、山陰では十数例しかない陶棺が納められていたことが特筆される。
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1．日久美遺跡

6．坂中廃寺

11．朝金古墳群

16．井上古墳群

21．手間要害

26．宮前遺跡

2．福市遺跡

7．長者屋敷遺跡

12．朝金小チヤ遺跡

17．天王原遺跡

22。寺内8号墳

27。宮尾遺跡

挿図3　周辺遺跡図

3．青木遺跡

8．田住古墳群

13．金田瓦窯跡

18．日朝金遺跡

23。普段寺1号墳

28。三崎殿山古墳
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4．上福万遺跡

9．荻名第3遺跡

14．小松城跡

19．浅井土居敷遺跡

24．普段寺2号墳

29．諸木遺跡

5．大寺廃寺

10．越敷山遺跡群

15．御内谷古墳群

20．高姫古墳群

25．浅井古墳群

30．後略山古墳



第2章　位置と環境

4．歴史時代

律令期に入ると伯者国は6郡に分かれ、現在の会見町は会見郡に相当した。前代の爆発的な古墳造営に歯止め

をかけるため「薄葬令」が出され、また国家が仏教を保護したため、豪族はこぞって寺院を建立した。

この地域にも金堂に石製鵡尾をのせた（5）岸本町・大寺廃寺が建立され、変形の法起寺式伽藍をとっていた。こ

の寺の瓦を焼いた窯跡とされるのが、南に6km離れた所にある㈹金田瓦窯跡である。さらに、この地方の有力豪

族として知られている紀氏によって（6）坂中廃寺が建立されたと伝えられる。また、紀成盛は平安時代末期に焼失

した大山寺再建に貢献したとされ、彼の屋敷跡とも会見郡の郡街とも言われているのが（7）長者屋敷遺跡である。

これら寺院と屋敷跡は近接しており、この辺りが会見郡の中心であったと考えられる。

中世において、当地域は出雲と伯者・備中を結ぶ交通の要所であり、戦略拠点としても重要であった。そのた

め南北朝以後、0∠鍋、桧城、釦手間要害などが築かれ、たびたびその争奪をめぐる激しい戦いが行われた。

（注1）西伯者の範囲は名和町、大山町、淀江町、米子市、岸本町、会見町、西伯町の範囲とした。

（注2）会見町以外の遺跡については、遺跡名の前に市、町名を記した。

参考文献・参考資料
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鳥取県埋蔵文化財センター『弥生時代の鳥取県』1987年
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財団法人鳥取県教育文化財団『天萬土井前遺跡』1997年
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鳥取県埋蔵文化財センター『平成11年度発掘技術研修会「遺跡調査検討会」資料』2000年
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第1節　遺跡の概要

第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

調査前の1区は、農道より北側の平坦面は畑地と果樹園で、南側の斜面は竹林になっていた。畑地は戦後に開

墾されたもので、地山面まで大きな削平を受けていた。平坦面では竪穴住居跡6棟、掘立柱建物跡20棟、土坑5

基を検出した。平坦面の北側に北西一南東方向に伸びる、幅30cm、深さ10cmの溝が幾本も平行して並んでいた。

埋土は上面の耕作土とは異なるものの、陶磁器が出土しており、新しい耕作痕と判断した。斜面は急勾配であり、

部分的に竹林の加工段が施されている。段状遺構1の他、多くのピットを検出している。

2・3区の調査前は畑地・植林であり、地形は東の平坦面と西の斜面に大きく分かれる。平坦面は1区と同様

に削平されていた。3区には方眼の区割りをもつ溝が掘られていた。表土掘削の前から溝状の落ち込みを確認し

ており、農道の側溝に並行することから畑地に関連する新しい時期のものと判断した。

2区はなだらかな斜面地であったが、厚く堆積した客土を除去すると大規模に削平された面が現れ、遺構未検

出地帯の幅は14mにも及ぶ。北側の農道に面する部分は大きく切り落とされていて、深いところでは農道の遺構

検出面から1m近く下がっている。ピット群を検出した西寄りの急斜面地は辛うじて自然の地形を残している。

調査区西端の斜面はテラス状に整地されているが、埋土と出土品から近現代の施工によるものと考える。遺構は

竪穴住居跡3棟、掘立柱建物跡7棟、土坑2基、溝状遺構1条を検出した。

竪穴住居跡は平面形が円形のものが8棟、小型の隅丸方形のものが1棟ある。円形の竪穴住居跡のうち5棟が

規模の拡張を伴う建て替えを行っている。小型の竪穴住居SI04からは多量の土器が廃棄された状況で出土してい

る。隅丸方形のSI05はピットの配置を含めた平面形態と焼土面の広範な広がりに特異性が認められる。全体的な

配置は、現況の等高線に沿った連なりを見せる。

掘立柱建物跡は1間×2間が5棟、1間×1間が22棟で、大観して竪穴住居を取り巻くような状況を呈してい

る。傾向として1間×2間は大型で竪穴住居から離れた位置にあり、1間×1間は小型で竪穴住居に隣接してい

る。柱穴内から遺物が出土するものは少ない。

土坑SKOl、02、04、06は掘立柱建物跡の北西に隣接しており、建物に付随するものと見られる。SKllは底面

しか残存しないが、周溝を備えている。SK12は竪穴住居SI04に切られているが、ほぼ同時期の土器が出土して

いる。SK15は2m近くの深さをもち、試掘調査では落とし穴と報告されていたものである。

溝状遺構SD16は2区の斜面を、等高線に沿うように掘られた溝である。その上方で多くのピットを検出し、

下方ではSK15を検出している。

段状遺構SSOlは1区の斜面をL字状に加工して平坦面を作りだし、柱穴が並ぶものである。1区、2区とも

に斜面では多くのピットを検出しており、遺物を包含するものも少なくない。平坦面だけでなく斜面にもSSOl

のような加工段上に、多くの建物が存在していたことが推測されるが、まとまりのある遺構としては捉えること

ができなかった。

これらの遺構内から出土する土器は弥生時代後期のものが大半を占め、他の時代の土器は、弥生時代中期の土

器片をわずかに含むのみである。遺構面を覆う耕作土中からは新しい陶磁器の他には出土せず、谷部の遺物包含

層中からは弥生土器のみが出土する。これらの状況から、多くの掘立柱建物跡のように遺物が出土しなかった遺

構についても、埋土の比較検討や遺跡内の遺構の位置関係から、弥生時代の遺構と判断している。

本調査区は、越敷山遺跡群の遺構分布の中心である18a、18b区が立地する丘陵から北へ向かって派生する尾

根上にあり、距離にして約200m北西に位置している（挿図1参照）。遺跡の存続期間は、越敷山遺跡群で最も集

落規模が拡大する、弥生時代後期中葉の時期にあたり、検出した遺構や出土遺物の構成に差異は認められない。

このことから荻名第3遺跡は越敷山遺跡群と一体の集落遺跡として捉えることができよう。

－　7　－
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第1節　遺跡の概要
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第1節　遺跡の概要
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遺構は検出順に番号を振っている。本報告においても基本的に調査時の名称を踏襲している。近現代以降の施

工や撹乱と判断したものは本報告では欠番とし、遺構の種別認識を変更したものは欠番扱いの後、新しい名称を

与えている（例SSOl）。以下の新旧対照表を参照されたい。

ピット名は1区をPlから、2・3区は調査時の便宜上PlOOlから始めている。そのうち掘立柱建物跡を構成

するピットについては、本報告時に新名称を与えた。竪穴住居内ピットはその道構内で名称をつけており、本報

告時に一部変更を行っている。これらについてはそれぞれの遺構のピット一覧表を参照されたい。

新遺構名 旧遺構名 調 査 区 備　　 考

欠番 SK O3 1 区 撹乱

欠番 SK O5 1 区 撹乱

欠番 S k o7 1 区 撹乱

欠番 S K O8 1 区 撹乱

欠番 S K O9 1 区 撹乱

欠番 SK lO 1 区 撹乱

欠番 SK 13 名称未使用

欠番 SK 14 1 区 撹乱

欠番 SD Ol 1 区 切りとおし農道

欠番 SD O2 1 区 現代畑作関連溝

欠番 SD O3 1 区 撹乱

友香 SD O4 1 区 農道側溝

欠番 SD O5 1 区 現代畑作関連溝

欠番 ． S D O6 1区 撹乱

欠番 S D O7 1 区 現代畑作関連溝

欠番 S D O8 1 区 現代畑作関連溝

欠華 SD O9 1 区 ・現代畑作関連溝

欠番 SD lO 1 区 現代畑作関連溝

欠番 SD ll 1 区 現代畑作関連溝

欠番 SD 12 3 区 現代畑作関連溝

SSOl SD 13 1 区 段状遺構

欠番 S D 14 3 区 現代畑作関連溝

欠番 S D 15 3 区 現代畑作関連溝

挿表1新旧遺構名対照表
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第2節　竪穴住居跡

S】01（挿図6～8、図版4．26・27）

1区F～G3グリッドに位置する、円形に近い楕円形の竪穴住居である。南にSBll、12、13、西にSI02があ

る。

長径6．8m、短径6．5mで床面積は32．3m2、壁高は最高で40cm、周溝は幅約12cm、深さ約8cmを測る。

周溝は1条しか検出していないが、主柱穴と見られる規模の大きいピットは内と外に2重に巡っている。内側

のピットは上面が貼り床で覆われていたものがあるため、建て替えが行われていたことが判明した。内側の主柱

穴を用いた住居をSIO1－a、外側の主柱穴を用いた住居をSIO1－bと呼称する。

SIO1－aの主柱はP8～13の6本であり、周溝から50～80cmの位置にある。

SIO1－bの主柱はPl～P7の7本であり、周溝から約20cmの位置にある。aからbへの建て替えに際し、既

存の床面積で最大限の居住空間を確保しようとしたことが伺われる。

P5に隣接するP19は半分が周溝にかかり、上面を貼り床で覆われている。実際には使用されなかった柱穴と

考えられる。P14～18は補助柱と推測される。

中央ピットは住居の中心よりやや南西にずれた位置にあり、直径約70cmの円形、深さ約30cmを測る。a，bと

通じて使用されたと考えられる。

埋土は黒ボクで床面付近は地山土ブロックがやや目立つ。他の遺構の切り合いも認められず、自然堆積と考え

る。

遺物は埋土中より嚢（1、3、4～8）、底部（12～15）、石鉄（S2）が出土している。床面から嚢（2、9）、

底部（11）、台石（Sl）が出土している。また、P8の柱痕上に、床面よりやや沈み込むような状態で、完形

の小型壷（10）が出土している。P8の上面には埋めもどしの痕跡がなかったことから、当時P8には床面より

下に柱が残っていて、その上に置かれた壷10は木質の腐敗とともに落ち込んでいったと推測される。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階に相当する。

S102（挿図9～11、図版5・26．27）

1区E3グリッドに位置する、円形の竪穴住居跡。東にSBO8、南西にSB07が隣接し、住居内でSB17と切り合

う。2条の周溝を確認しており、床面積の拡張を伴う建て替えが1回行われている。内側のものをSIO2－a、外

側のものをSIO2－bと呼称する。

SIO2－bは長径7．6m、短径7．3mで東西方向にやや長く、壁高は最高で25cm、床面積は41．0m2。周溝は幅約10cm、

深さ約8cmを測る。主柱はPl～8の8本であり、周溝から30～50cmの位置にある。向かい合う柱穴を結ぶ対角

線の交点は1点に重なり、1辺約2．5mの正人角形を呈する。中央ピットは円形で直径約80cm、床面からの深さは

約45cmを測る。中央ピットから派生する溝が東方向に直線的に掘られており、断面はⅤ字形で、幅12cm、深さ4

cmである。周溝に到達しない。

焼土面を大きく6カ所で確認しており、中心から1．8～2mの距離にある。

SIO2－aは長径7．2m、短径6．8m東西にやや長い。床面積は33．9rd。周溝は幅約12cm、深さ約8cmで、地山土と

同質の土によって埋められており、SIO2－bの主柱穴に切られている。

aの主柱はP9～12、14、16～18の8本と考えられ、不整形な八角形を呈する。P12、14は地山土と同質の土

で埋め戻されたピットを切って掘られており、他にPll、16が埋め戻されていた。柱穴間距離（約2．5m）と周溝

との間隔（約40～50cm）から見ると、P9～11、13、15、29、18の7本柱となり、建築当初はこの均整の取れた

七角形を想定していた可能性がある。

掘立柱建物跡SB17はSI02の周溝やピットを切っていること、また貼り床を施さないことからSI02に後出する

と考えられる。

埋土は地山土ブロックを含む黒ボクであるが、後世の削平によってほとんど残っていない。埋土中より壷（16、

－13－
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（∋黒褐色粘質土
（耕作土、締まり悪い）
②黒褐色粘質土
（耕作土、締まる）
③暗褐色粘質土
白色粒子を含む
（り暗褐色粘質土
白色粒子、黄褐色
粘土ブロックを含む
（9暗褐色粘質土
黄褐色粘土ブロック
を多く含む
⑥暗褐色粘貿土
黄褐色粘土ブロック、
炭化物を含む
⑦暗褐色粘質土
黄褐色粘土粒、炭化物を含む
（り灰褐色粘質土
黄褐色粘土粒を含む
⑨灰褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを含む
⑲暗灰褐色粘質土
⑪淡灰褐色粘質土
炭化物を含む
⑫淡灰褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを多く含む

137．8m

C

挿図6　S101遺構図
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⑬暗褐色粘質土
⑭黄褐色粘土ブロック
⑮暗灰褐色粘質土
⑲黄褐色土ブロック
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挿図10　S102変遷図
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⑤暗褐色粘質土
黄褐色土ブロックを多く含む
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ピッ ト名 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ（cm ） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 42 4 1 76 暗褐色粘質土、黄褐色土粒、炭化物混 S IO1 －P l

P 2 34 31 64 暗褐色粘質土、黄褐色土粒、炭化物混 S IO1 －P 2

P 3 43 34 71 灰褐色粘質土、黄褐色土粒、炭化物混 S IO1 －P 3

P 4 42 38 69 黒褐色粘質土 SIO1 －P 4

P 5 29 28 54 暗褐色粘質土、黄褐色土粧混 SIO1 －P 5

P 6 51 50 77 黒褐色粘質土 SIO1 －P 6

P 7 38 32 71 黒褐色粘質土 SIO1 －P 7

P 8 42 34 53 灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック、炭化物混 SIO1 －P 8

P 9 35 32 44 暗灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロ ック混 上面貼 り床を施す SIOl －P 9

P lO 46 32 58 暗褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 上面貼 り床を施す SIO 1 －P ll

P ll 32 30 41 暗褐色粘質土 P 4 に切 られる SIO 1 －P 12

P 12 30 22 41 灰褐色粘質土 SIO 1 －P 13

P 13 46 28 51 黒褐色粘質土 SIO 1 －P 16

P 14 33 30 32 暗褐色粘質土 SIO l －P 14

P 15 2 1 18 32 暗褐色粘質土 SIO 1 －P 17

P 16 28 24 27 灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 SIO 1 －P 24

P 17 29 29 30 灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 SIO 1 －P 23

P 18 48 26 26 灰褐色粘賀土 S IOl －P lO

P 19 30 28 38 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 上面貼 り床 を施す

挿表2　S101ピット一覧表

ピット名 長径（cm） 短径（cm） 深さ（cm） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 39 33 64 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 床面マイナス46cmより土器 S IO2－P l

P 2 36 30 76 暗灰褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO2－P 2

P 3 37 32 54 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 床面マイナス46cmより亜角レキ SIO2－P 3

P 4 33 30 39 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO2－P 16

P 5 41 33 61 暗褐色粘質土 SIO2－P 6

P 6 38 32 47 黒褐色粘質土 SIO2－P 7

P 7 47 42 447 黒褐色粘質土 SIO2 －P 8

P 8 34 31 77 暗褐色粘質土 SIO2 －P 9

P 9 3 1 29 36 暗褐色粘質土 SIO2 －P lO

P lO 30 29 49 灰褐色粘質土 SIO2 －P ll

P ll 33 27 49 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 貼 り床 SIO2 －P 32

P 12 36 35 54 暗褐色粘質土 SIO2 －P 15

P lj 4 3 42 50 黒褐色粘質土ブロック、黄褐色土ブロック混 貼 り床 S IO2－P 31

P 14 25 22 39 褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 S IO2－P 17

P 15 30 30 38 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 貼り床

P 16 33 29 49 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 貼り床 S IO2－P 33

P 17 26 24 57 暗褐色粘質土 S IO2－P 20

P 18 52 34 64 黒褐色粘質土 S IO2－P 2 1

P 19 40 37 18 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO2－P 22

P20 32 27 10 黄褐色土ブロック 貼 り床 SIO2－P34

P2 1 18 18 18 橙褐色土ブロック、炭化物混 貼 り床 SIO2－P36

P 22 26 24 25 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO2－P 12

P 23 20 18 24 暗灰褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO2－P 29

P 24 20 20 17 暗褐色粘質土、炭化物混 SIO2－P 14

P 25 23 20 8 橙褐色土ブロック 貼 り床 SIO2－P 35

P 26 20 19 10 黒褐色粘質土 SIO2 －P 18

P 27 27 25 10 暗褐色粘質土 SIO2 －P 24

P 28 25 22 33 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混‘ SIO2 －P 23

挿表3　S102ピット一覧表
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28）、嚢（18～22、24、25）、底部（27）、高杯（29）が出土している。壷16は弥生時代中期のものとみられ、壷

28は端部を拡張しない小型のものである。

床面から嚢（23）、底部（26）、床面とPl内から壷（17）、SIO2－bの周港内に横倒しの状態で有孔鉢（30）が

出土している。30は内外面をヘラか板のような工具を使い、削るように強くナデて整形していて、器壁外面に粘

土の輪積みの痕跡が残る。口緑は楕円形をしていて、端部は指でつまんでいる。編紐の押庄痕が残る底面はやや

丸みを帯びているため自立しない。また、台石（S3）、砥石（S4）も床面で出土している。いずれも明確な

使用痕は認められない。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期古段階に相当する。

S103（挿図12～16、図版6・7・26．36・39）

1区Bl～2グリッドに位置する楕円形の竪穴住居跡。北側でSI06と接するように切り合い、SI06より後出す

る。

周溝を3条検出しており、埋土の堆積状況とピットおよび周溝の切り合い関係から、拡張を伴う建て替えが2

度行われたことが判明している。内側の古いものから順にSIO3－a、b、Cと呼称し、以下それぞれについて記

述する。

SIO3－Cは長径8m、短径7mの楕円の平面形を里し、周溝より内側の床面積は39．3I正を測る。壁高は10～

50cmであり、南東側が比較的よく残存する。

主柱はPl～8の8本で、いずれも壁面より約40cmの位置にある。中央ピットは住居のほぼ中央に位置する。

その平面形は長径1．1m、短径0．9mの隅丸方形を里し、深さは50cmを測る。縁辺に高さ3cm程度の周堤状の高ま

りをもつ。

中央ピットから東方に向かって派生する溝が床面に掘られており、断面形は緩いⅤ字で幅18cm、深さ3cmを測

る。この溝は緩い弧を措き、周溝へ向かって伸びているが、周溝には到達せず、深さを失っている。

周溝は幅10～20cm、深さ約8cmを測る。焼土面は大きく4カ所にあり、いずれも中央ピットから約2m離れた

位置にある。

埋土は全体的に地山土ブロックが多く混入しており、その度合いは東壁付近において著しいが、埋め戻しのよ

うな人為的な痕跡は明確に認められない。中央部には焼土ブロックを含む土がレンズ状に堆積し、炭化物の小片

を多く含んでいるが、床面や埋土中においても炭化した建材が出土していないことから焼失住居とは考えにくく、

二次的な所産のものと推定される。

SIO3－bは長径6．6m、短径6．1mの楕円形を皇し、床面積は28．5nfである。

周溝は幅12～20cm、深さ8～10cmで、断面はⅤ字形である。地山土と同質の土で埋め戻されていた○

主柱はP9～14の6本で、周溝から40～50cmの位置にある。P12は柿の根が入っていたために全容を確認でき

なかったが、全体における位置から主柱穴と判断した。これらのピットはSIO3－Cの主柱穴と同時に検出してお

り、周溝のように埋め戻した痕跡は認められなかった。

中央ピットは長径80cm、短径70cmの隅丸方形を里し、深さは44cmを測る。地山土と同質の土で埋め戻されてい

た。4分の1をCの中央ピッ吊こよって切られている。

中央ピットから派生する画がCの溝と並行するように東壁方向に向かって掘られている。中央ピットaの周堤

帯の下から検出されていて、幅12cm、深さ3cmで、これもまた周溝に到達していない。

SIO3－aは長径6．2m、短径5．6mの楕円形を里し、床面積は25．6nfである。

周溝は幅12～20cm、深さ8～10cmで、断面はⅤ字形である。地山土と同質の土で埋め戻されていて、bの周

溝によって切られている。

主柱はP15、13、20～23の6本で、周溝から40～60cmの位置にある。SIO3－bが柱穴を再利用したと見られる

P13を除いた残りの5基のピットは、周溝と同様に地山土と同質の土で埋め戻されていた。さらにP22はPllに、

P23はP9に切られている。
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二　く

囁
土

（》灰褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを多く含む
②暗褐色粘質土
黄褐色粘土粒を含む

＿」き′③暗褐色粘質土
黄橙色粘土粒を多く含む
④灰褐色粘質土

＼才′雷雲霊宝荒芸圭
⑦灰褐色粘質土
⑧灰褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを多く含む
⑨灰褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを含む
⑲灰褐色粘質土

ノ

挿図12　S103，06遺構図
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㊥

黄橙色粘土ブロックを多く含む　⑧
⑪灰褐色粘質土　　　　　　㊥

⑫撹乱
⑬黒褐色粘質土
⑲暗褐色粘質土
焼土ブロックを多く含む
⑮暗褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを含む
⑲暗褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを多く含む
⑰黒褐色粘質土

」　′⑲暗褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを含む
⑲灰褐色粘質土
黄橙色粘土粒、炭化物を含む
⑳灰褐色粘質土
黄橙色粘土粒を19層より多く含む
⑳灰褐色粘質土
黄橙色粘土粒を19層より多く含む
⑳暗褐色粘質土
黄橙色粘土粒を含む
⑳明灰褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを含む
㊧灰褐色粘質土
黄橙色粘土粒を含む

萱に



第2節　竪穴住居跡

中央ピットは、切り合うb、Cの中央ピットの西側にわずかに痕跡を残す、深さ24cmの掘りこみがそれにあた

ると考えられる。埋土は地山と同質であり、中央ピットbとの切り合いは確認できなかった。従って両者の前後

関係は不明確である。中央ピットaがSIO3－aの中央に当たらず、むしろ中央ピットbの位置に当たることから、

a，bは同一のピットを使用した可能性も考えられる。

中央ピットから派生する溝は南々東方向に向かっており、周溝に達していない。中央ピットCの周堤帯の下か

ら検出され、幅7cm、深さ3cmである。中央ピット側は幅広となっている。
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第3章　調査の成果

挿図14　S103変遷図

遺物は、SIO3－Cの埋土中より壷（31）、嚢（35～37、39、42）、底部（41）、1点のみであるが棒状鉄製品（F

l）が出土している。嚢42は「くの字」状の口線をもつものであるoFlは筒状に加工されて中空になっていて、

表面に繊維痕と木質が残る。器種は不明である。

床面直上の遺物は少ないが、嚢（38）、鉢（43）、器台（44、45）といった小片、完品に近いものでは嚢（40）

が押し潰された状況で出土した。上半分と下半分が離れた位置で出土し、同一個体として復元している。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階に相当する。

S106（挿図12・15・16、図版6・7・36）

1区BO～1に位置する、楕円形の竪穴住居跡である。南端をSIO3－Cに切られている。北東にSB19がある。
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挿図15　SH）3，06出土遺物実測図
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第3章　調査の成果
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第2節　竪穴住居跡

①灰褐色粘質土（耕作土）
②暗褐色粘質土　黄褐色粘土粒を含む
③暗褐色粘質土　黄橙色粘土ブロックを含む
（り黒褐色粘質土
⑤明灰褐色粘質土
黄橙色粘土粧・ブロックを多く含む
⑥黒褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを少し含む、炭化物含む
⑦暗褐色粘質土　黄橙色粘土ブロックを含む
⑧暗褐色粘質土
（釘黒褐色粘質土
⑲褐色粘質土　黄橙色粘土ブロックを含む
⑪褐色粘質土
黄橙色粘土ブロックを10層より多く含む
⑫灰褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土　黄橙色粘土ブロックを含む
⑭灰褐色粘質土

o S＝1：80　　　　　　　　4m

挿図17　S104遺構国

全体に後世の削平および撹乱を強く受けているが、北西側は特に著しく、床面に達している。長径7．1m、短径

6．4m、床面積30．7nfで、壁高は最高で40cmを測る。

主柱はPl～6の6本で、周溝から約70cm離れた位置にある。中央ピットは住居の中心に位置し、平面は直径

約60cmの円形、深さは約30cmを測る。中央ピットとPl、P4の中心を貫くSI06の主車由線上で、中央ピットの両

側に、主柱穴よりも規模の小さいPlO、11があり、棟を支える補助柱と考えられる。周溝は幅約20cm、深さ約8

cmを測る。

出土遺物は極めて少ない。埋土中から嚢（46）、壷（47）、器台脚部（48）が出土しているが、いずれも小片で

ある。47は如意形の口緑をもつものであるが、風化が著しく、嚢の複合口縁が失われた姿の可能性がある。

遺構の時期はSI03との前後関係から弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期古段階に相当する。

S】04（挿図17～23、図版8～11・28～34・37）

1区A3グリッドに位置する。やや胴張りの隅丸方形に近い、円形の竪穴住居である。北々西にSB15がある。

また、北東でSK12を切る。

直径約5．4m、床面積20．1rrf、壁高は最高で55cm、周溝は幅約12cm、深さ約8cmを測る。

主柱はPl～5の5本で、隣り合う柱穴の間隔は約2．5m、周溝から30～70cm離れた位置にある。

中央ピットは床の中央に位置し、直径約90cmの円形、深さは約40cmを測る。底部に15～25cmの厚さで地山と同

質の土が堅く締まった状態で堆積していた。これが人為的なものか自然によるものか判断できない。
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第3章　調査の成果

＼＼⊥鬱了

＼」≧ク三

S＝1：4　　10cm

L二三三二三

挿図18　SIO4出土遺物実測図（土器，北西側）
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第2節　竪穴住居跡

‥這

＝＿
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葺二三惑一二

〒
挿図19　S104出土遺物実測図（土器、北東側）
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第3章　調査の成果

⊆≡≡∃二二讃5

、二士′二

O S＝1：4　　10cm

トT二一一一一1－　　　－－－－－－二∃

挿図20　S旧4出土遺物実測図（土器、南東側）

中央ピットから派生する溝が北方向に掘られており、P3の手前で二股に分かれ、周溝に達する。そのうち西

側の方はP2によって切られている。断面はⅤ字形で幅12～16cm、深さ3cm。焼土面は3カ所で検出しており、

中心から約1．5m離れた位置にある。

P662、663という2基のピットが住居跡の南々東に接するように掘られている。ピット間の距離は3．3mで、梯

子の固定など、竪穴住居に関連する施設の存在が推測される。遺物は出土していない。

埋土は自然堆積によるものであり、北東方向からの流入が著しいことが分かる。遺物が多く出土しているが、
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第2節　竪穴住居跡

＼ゝ土亥9

＼」畠だ1

ヽ＝＝藍貨。2

遮光　＼＿」L要

o S＝1：4　10cm

「r l　　－＿＝］

挿図21S】04出土遺物実測図（土器、南西側）

その出土状況から、SI04は家屋の廃絶後、壁沿いから埋没し、大きな窪地状になった段階で、廃棄土坑として使

用されたことが推測される。遺物は北東側、北西側、南東側、南西側の4カ所で集中的に出土している。とくに

北西側、北東側の出土量が著しい。

北西側は嚢（49～51、53、55、57～60）、注口土器（56）が一カ所に集められていた。検出状況ではほとんどが

横倒しでつぶれていた。56は外面にススが付着し、日録内面に赤色顔料が塗布されている。49は口緑を下に向け

た状態であった。そのほかに嚢（52、54）、底部（61）、鼓形器台（62、63）が出土している。

北東側で原形をよく止めているものでは嚢（66、67、70）、鼓形器台（80）、鉢（76）、台付鉢（77、78）が出

土している。この区域はP4の上方辺りから土器を落としこんだ状況を呈している。76は精製、77は作りが丁寧

だが胎土が租い。78は内面に炭化物が付着していることから蓋として使用されていたものと推定される。そのほ

か棄（64、65、68、69、71、72）、底部（73～75）、鼓形器台（81、82）が出土している。

南東側は壷（83、84）、嚢（87～90）、高杯（94）、鉢（92）が原形をよく止めている。84は端部を外反させ、頚

部に擬凹線が施される。87、88、90は横倒しの状況でまとまって出土した。その近くで94は口を下に向けていた。

風化が著しく、図上復元となった。89は口を上に向け、上から押し潰されたような状況で出土した。そのほか嚢

（85、86、91）、鼓形器台（93）が出土している。93は前掲の62、81と同一固体の可能性がある。

南西側は遺物が少なく、Plの南側で嚢（97）が出土した。胴部片が上向きの口縁部を覆っていたことから、

廃棄時に意図的に破片を重ねたものと考えられる。住居床面の出土であることから、住居の廃絶時に廃棄された

可能性がある。そのほか棄（95、96）、底部（98～103）、器台脚部（104）、高杯脚部（104）が出土している。

土器のほかにも石器も出土しており、砥石（S5－7）、磨石（S8）を図化した。S5は1つの面が使用さ

れ、鏡面のように滑らかになっている。S6、S7は風化が著しい。

－29－



第3章　調査の成果

亡

o S＝1：4　10cm

i　一　　一一一一i i

挿図22　S104出土遺物実測図（石器）

前述した土器は原形をよく残しているものの、すべて破損したものであり、そのほかの土器片も含めて廃棄さ

れたものと考えるのが自然である。土器の出土する層位が限られることと、土器に時期幅が見られないことから、

恒常的に処分場として使用されたものではなく、ある時期に集中して土器が廃棄されたと考えられる。

住居跡の廃絶および土器の廃棄は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階と考えられる。

S105（挿図24～26、図版12・13・34・35・37）

1区D5グリッドに位置する、隅丸方形の竪穴住居跡。東にSB14が隣接する。北にSB21、北西にSB18、SB19

がある。

長辺4．2m、短辺は東側3．2m、西側2．7m、床面積は10．6nf、壁高は最高30cmを測る。周溝は幅約10cm、深さ約8

cmを測る。

主柱はPl～4の4本で、周溝から15～20cmの位置にある。中央ピットは存在しないが、西側周溝と、P3－
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挿図23　S104遺物出土状況図
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第3章　調査の成果

O S＝1：80

①暗褐色粘質土
黄褐色粘土ブロック（2～3cm大）を含む
②黒褐色粘質土
黄褐色粘土ブロック（2～3cm大）を含む
③暗黄褐色粘質土
黄褐色粘土ブロック（1cm大）、炭化物小片を含む
（り暗黄褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを含む
⑤暗黄褐色粘質土
黄褐色粘土ブロック（2～3cm大）、炭化物小片を含む

挿図24　Sl05遺構図

P4を結ぶ線との間に、北側にP5、南側にP6が並ぶ。P5は平面長円形で長径80cm、短径34cm、深さ16cmを

測る。底部より炭化物が多く出土しているが、底面は焼土化していない。P6は住居跡の南西隅に位置し、平面

円形で直径42～45cm、深さ12cmを測る。床面から皿状に掘り込まれており、炭化物が出土している。

床面は広範囲が焼土と化しており、主として中央より東寄りに広がっている。

埋土は床面付近で炭化物の小片が混じるが、建材は出土していない。全般に地山土ブロックが多く混在してお

り、人為的な埋めもどしの可能性がある。

遺物は床面直上から嚢（109）、砥石（S9）が出土している。109は上半部のみで口緑を上にして置かれてい

た。胴部は張り出さず、工具による「ノの字」状の刺突文が施される。S9は3両が使用されている。嚢（107）、

台付鉢（111）が床面から数cm浮いた位置で出土している。111は台部が焼けている。そのほか埋土中から嚢（106、

108、110）、底部（112、113）が出土している。106は頚部にナデ消された指頭庄痕張付突帯文をもつ、弥生時代

中期後葉の土器である。

床面の広範囲の焼土化は他の住居跡のものと比較して著しいものであるが、炭化した建材が出土しないことと、

嚢109の出土状況から、火災の可能性は低い。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期古段階に相当する。

SIO7（挿図27～29、図版14・15・35・36）

3区MlOグリッドに位置する円形の住居跡。南東にSB24、南南東にSI09が並ぶ。中央ピットより南西側は農

道敷設の際に削平されており、中央ピットの北東側も後世の溝の掘削によって撹乱を受けている。二重の同心円

状の周溝を確認しており、埋土の堆積状況は床面積の拡張を伴う建て替えが行われたことを示している。内側を

SIO7－a、外側をSIO7－bと呼称する。
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第3章　調査の成果

ピット名 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ（cm ） 土　　　　 色 備　　　 考 旧 ピット名

P l 42 30 70 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO3 －P l

P 2 42 32 ．68 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO3 －P 2

P 3 32 31 77 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO3 －P 3

P 4 39 37 68 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO3 －P 4

P 5 45 39 64 暗褐色粘質土、黄褐色土粒、淡褐色土粒混 SIO3 －P 5

P 6 39 28 76 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 SIO3 －P 6

P 7 52 50 69 暗褐色粘質土、黄褐色土粧、淡褐色土 ブロック混 SIO3 －P 7

P 8 52 36 73 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 SIO3 －P 8 ・

P 9 39 37 77 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO3 －P 9

P lO 45 38 4 8 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO3 －P ll

1P ll 30 25 ‘66 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 SIO3 －P lO

P 12 32 30 ？ 暗褐色粘質土 柿木の下 SIO3 －P 15

P 13 45 32 58 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 SIO3 －P 17

P 14 38 34 69 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 SIO3 －P 18

P 15 30 24 32 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 S IO3 －P 19

P 16 37 29 12 灰褐色粘質土 SIO3 －P 22

P 17 28 23 34 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 柿木の下 S IO3 －P 12

P 18 15 14 21 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック混 S IO3 －P 27

P 19 16 16 15 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 S IO 3 －P 26

P 20 40 33 57 灰褐色粘質土 埋め戻 し S IO 3 －P 14

P 21 33、 28 62 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック 埋め戻 し S Io3 －P 29

P 22 34 30 55 黒褐色粘質土ブロ ック 上面に貼 り床 を施す S IO3 －P 31

P 23 34 32 60 黄褐色土ブロック 埋め戻 し S IO3 －P 33

P 24 24 20 17 黄褐色土ブロック 埋め戻 し S IO3 －P 32

P 25 20 16 20 暗黄褐色土，灰褐色土 上面 に貼 り床 を施す S IO3 －P 30

P 26 26 23 56 暗褐色粘質土 埋め戻 し S IO3 －P 28

P 27 68 32 38 灰褐色粘貿土、黄褐色土 ブロ ック混 埋め戻 し、SIO3以前か S IO3 －P 24

挿表4　S103ピット一覧表

ピット名 長径 （cm） 短径（cm）深さ（cm） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 30 28 46 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック、炭化物混 S IO4－P l

P 2 28 27 53 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック、炭化物混 S IO4－P 2

P 3 27 24 48 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック、炭化物混 S IO4－P 3

P 4 27 27 37 暗灰褐色粘質土、黄褐色土粒混 S IO4－P 4

P 5 30 28 60 暗灰褐色粘質土、黄褐色土粧混 S IO4－P 5

P 6° 29 28 18 淡黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 S IO4－P 6

P 7 27 24 10 灰褐色粘質土 凹みか ？ ．S IO4－P 7

P 8 20 18 6 暗灰褐色粘質土 凹みか ？ S IO4－P 8

P 9 22 22 10 灰褐色粘質土、橙褐色土ブロック混 SIO4－P 9

P lO 17 15 10 不明 SIO4－P lO

挿表5　S104ピット一覧表

ゼット名 長径（cm） 短径 （cm） 深さ（cm） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 19 18 60 黒褐色粘質土 SIO5－P l

P 2 17 14 53 黒褐色粘質土 SIO5－P 2

P 3 20 18 62 黒褐色粘質土 SIO5－P 3

P 4 16 16 46 黒褐色粘質土 SIO5－P 4

P 5 80 34 16 黒褐色粘質土、炭化物混 平面長円形 － SIO5－P 5

P 6 45 42 12 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 皿状 SIO5 －P 6

挿表6　S105ピット一覧表
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ピッ ト名 長径 （cm ） 短径 （cm ） 深 さ（C甲） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 37 29 55 暗褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 SIO6 －P l

P 2 48 44 62 暗褐色粘質土 SIO6 －P 2

P 3 ．50 43 50 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO6 －P 3

P 4 50 38 60 暗褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 SIO6 －P 4

P 5 35 34 72 黒褐色粘質土 SIO6 －P 5

P 6 3 1 27 63 黒褐色粘質土 SIO6 －P 6

P 7 35 26 18 暗灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 SIO6 －P 7

P 8 25 18 11 暗灰褐色粘質土 SIO6 －P 8

P 9 38 25 9 暗灰栂色粘質土 SIO6 －P 9

P lO 16 15 36 暗灰褐色粘質土 SIO6 －P lO

P ll 28 26 28 不 明 SIO6 －P ll

挿表7　S106ピット一覧表

ピット名 長径（cm） 短径 （cm）深さ（cm） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 40 40 80 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO7 －P l

P 2 42 35 70 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO7 －P 2

P 3 50 42 90 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO7 －P 3

P 4 60 38 75 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック、粒混 SIO7 －rP 4

P 5 34 26 70 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 比較的浅い SIO7 －P 6

P 6 50 50 50 暗褐色粘質土、黄褐色土粒少し混 SIO7 －P 9

P ．7 38 60 60 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO7 －P ll

P 8 38 34 70 不明 SIO7 －P 5

P 9 34 70 70 暗褐色粘質土、黄褐色土粒少し混 径小さいが深い SIO7 －P 7

P lO 40 58 58 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO7 －P lO

P ll 38 55 70 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック多 く混 SIO7 －P 20

P 12 40 75 75 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック多 く混 SIO7 －P 17

P 13 40 80 80 暗灰褐色粘質土、．黄褐色土ブロック多 く混 SIO7 －P 14

P 14 33 60 60 褐色土 SIO7 －P 15

P 15 22 75 75 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック少し混 SIO7 －P 18

P 16 23 26 26 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック少し混 SIO7 －P 19

P 17 31 10 10 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO7 －P 13

P 18 18 7 7 淡褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO7 －P 16

P 19 50 20 20 黒褐色粘質土 SIO7 －P 12

P 20 24 51 5 1 暗褐色粘質土、黄褐色土粒少 し混 SIO7 －P 8

P 2 1 38 30 4 灰褐色粘質土 S IO 7－P 21

挿表8　Sト07ピット一覧表

ピット名 長径（cm）短径（cm） 深さ（cm） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名

P l 30 22 55 暗灰褐色粘質土、淡黄色土ブロック、粒多 く混 底面より鉄器F2 S IO8－P l

P 2 26 22 55 暗灰褐色粘質土、淡黄色±ブロック、粒多く混、炭化物混 SIO8－P 2

P 3 30 22 38 暗灰褐色粘質土、淡黄色土ブロック、粒多く混、炭化物混・ SIO8－P 3

P 4 30 25 46 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO8－P 4

P 5 28 28 44 暗灰褐色粘質土、淡黄色土ブロック混 上面貼り床 SIO8－P 18

P 6 40 34 40 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO8－P 6

P 7 32 26 60 黒褐色粘貿土、黄褐色土粧混 SIO8－P 8

P 8 28 24 58 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック多く混 SIO8－P 9

P 9 28 24 42 ‘ 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO8－P 5

P lO 24 20 20 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO8－P 7

P ll 18 18 25 灰褐色粘質土、焼土粒、炭化物粒混 SIO8－P 15

P 12 23 23 35 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 SIO8－P 13

P 13 30 28 40 断面図参照

P 14 20 20 12 暗灰褐色粘質土、淡黄色土ブロック混 SIO8－P 14

P 15 25 25 43 灰褐色粘質土、黄褐色土プロ？ク混 埋め戻し SIO8－P 19

P 16 30 23 20 灰褐色粘質土、焼土粒、淡黄色土粒混 SIO8－P 16

P 17 20 20 10 暗灰褐色粘質土 P llに似る S IO8－P 12

P 18 28 20 18 黒褐色粘質土 SIO8－P lO

P 19 20 13 8 灰褐色粘質土、淡黄色土ブロック混 SIO8－P20

挿表9　S108ピット一覧表
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‾‾‾頂′　①暗褐色粘質土　4層よりも暗い
②暗灰褐色粘質土
（勤暗灰褐色粘質土
黄褐色土ブロックを少し含む
④暗褐色粘質土
（9暗灰褐色粘質土　黄橙色土ブロックを含む
（り暗灰褐色粘賓土
黄橙色土ブロックを5より多く含む

二

⑲黒褐色粘質土
⑲灰褐色粘質土　黄褐色土ブロックを含む
⑲暗褐色粘質土　橙褐色土ブロックを含む

挿図27　S107遺構図

SIO7－bは直径7．7m、壁高は最高で50cm、床面積42．0m2を測る。周溝は幅10cm、深さ8cmで、北西側の4分の

1は削平されている。

主柱はSIO7－aの周洋上に並ぶPl～7の7本が想定され、周溝からの距離は60～70cmを測る。この外側にP

8～12が配されており、P2、3、4と合わせて8本柱の建物跡が復元できる。これをSIO7－bの後に建て替え
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挿図28　SIO7変遷図
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宇章讃

挿図29　S107出土遺物実測図

られたSIO7－Cと呼称する。P12は底面に石を配している。

中央ピットは床面の中央に配され、上部は1．1mX1．1mの隅丸方形、下部は直径80～90cmの円形を皇し、深さは

55cmを測る。上部は西、南隅が突出し、あたかも木枠がはめられていたかのような状況を呈している。

中央ピットから北方向と南東方向に溝が伸びており、幅10cm、深さ2cmを測る。いずれも周溝に達しない。

焼土面は南側のみで検出しており、中心から2m前後の距離にある。

SIO7－aは直径6m、床面積26．Orrfを測る。周溝は幅10cm、深さ5cmを測る。主柱はP13～16の4本で、周溝

からの距離は1．3～1．4mを測る。

上記の主柱穴のほかに、P13の北にP17、P7の東にP18、P5とP6の間に、底部に石を配するP19があり、

これらは補助柱として使用されたと考えられる。P4の東にあるP20は深さ4cmの浅い窪みであるが、SIO7－C

への拡張時に、P4の柱を移動する予定地点として、あたりをつけた跡とも考えられる。

以上のように、SI07はaからbで床面積の拡張を伴う建て替えが、bからCでは床面積をそのままに、主柱穴

を外に張り出す建て替えを行っている。

住居南東の壁際に、地山土のブロックが堆積していたが、これは壁土が崩落したものと見られる。人為的な痕

跡は認められず、埋土は自然堆積と見られる。

遺物は床面から嚢114、115、周構内から壷頚部116、埋土中から器台120、121、底部117～119が出土している。

また住居外であるが、棒状鉄製品（F4）が出土している。農道敷設時に住居内から流出したものであろうか。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期に相当する。

SlO8（挿図30・31、図版14・15・38・39）

2区N～0－13～14グリッドに位置する、楕円形の竪穴住居跡。一帯は削平されており、特に住居跡の西半分

は床面を削られている。現況は斜面であるが、開発の入る前は平坦地あるいは緩斜面であったと推察される。復

元値で長径7．3m、短径6．5m、床面積33．6m？を測る。周溝は幅約10cm、深さ約5cmで、西側は失われている。
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華
P4

二
一
二

、

喝諦

C）
P16

1‾‾‾f

Q、
P19

◎
P18

122

e

O
P17

①暗褐色粘質土　黄褐色土ブロックを少し含む
②暗灰褐色粘質土　黄褐色土ブロックを少し含む
③暗灰褐色粘質土　黄褐色土ブロックを少し含む
④暗灰褐色粘質土　黄褐色土ブロックを少し含む
⑤暗灰褐色粘質土
⑥黒褐色粘質土
（∋焼土ブロック
⑧暗灰褐色土　焼土ブロック、炭化物を含む
⑨暗灰褐色土　焼土ブロック、黄褐色土を含む
⑲淡灰褐色土　焼土ブロック、黄褐色土を多く含む

挿図30　S108遺構図

主柱はPl～8の8本である。P2は底面に平石を配する。P5、P6それぞれに住居の外側に隣接するP9、

10がある。P5の上面には貼り床が施されていたことから、SI08は部分的に柱の建て替えが行われていたようで

ある。長軸のP3－P8間で中央ピットの両側にP11、12という主柱に比べて小規模なピットが並ぶ。これは位

置的に棟材を支える補助柱の跡と考える。

中央ピットは床面の中央よりやや南寄りに位置し、平面形は直径約70cmの円形、深さは約50cmの規模を持つ。

P13が東側に接するが、これも補助柱として使用されたものと考える。

中央ピットの北側に、P3方向に向かう溝を検出した。上面が削平されているため、検出した規模は幅約4cm、

深さ1～2cmと小さいが、ほかの住居跡で検出している溝と同性格のものであろう。

焼土面は中央ピットとP2の中間に位置する。この直上の埋土は焼土の塊が多く混入していた。基本的には自
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S＝1：1　　　　　　　　5cm

挿図31SIO8出土遺物実測図

然堆積と考えられる。

遺物は床面から嚢（122、123）、鉢（128）が出土している。またPlの底面より三角形凹基式の銑鉄（F2）

が出土している。埋土中から嚢（124～126）、底部（127）が出土している。127は胴部外面にタタキメを残し、

当地域の土器には見られない技法である。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期古～新段階に相当する。

S109（挿図32～34、図版15・37・38）

2～3区、M～Nllグリッドに位置する、円形の竪穴住居跡である。北北西にSIO7、北にSB24、南々東にSB26、

27がある。北東側の半分を3区側の農道部分で検出し、北東端を農道の側溝によって、また2区の南西側半分は

農道敷設時の削平によって大きく損なわれている。

周溝を3条検出しており、床面積の拡張を伴う建て替えが2度行われている。床面では多数の柱穴が確認され

ており、それらは近い距離で隣接し、あるいは切り合って、いくつかの群を形成している。周溝、中央ピットの

位置、加えて柱穴の配列から4時期の建物を復元した。以下、古いものから順にa、b、C、dと呼称する。

SIO9－C、dは外側を巡る周溝を伴う。直径7．2m、床面積は復元で36．5rrf、壁高は最大で25cmを測る。周溝は

幅12～15cm、深さ6cmを測る。

最も新しい時期のSIO9－dの主柱は、埋土と切り合い関係及び柱穴間の距離からPl、P2（またはP26）、

P3、P4（またはP33）、P5（またはP35）、P6、P7（またはP36）の7本を想定した。そしてSIO9－C

は埋め戻されたピットを含む、Pl、P8～12を主柱とする6本柱の建物跡と考えられる。

中央ピットは床面の中央に位置し、南西部が削平されているが、平面は1辺約1mの隅丸方形を里し、深さ約

50cmを測る。縁辺は浅く掘りこまれ、緩い傾斜をもつ。

中央ピットから派生する溝を2条検出した。幅10～20cm、深さ3cmで北方向に並行して伸びている。中央ピッ

トから50cmの位置で繋がっており、平面形はN字状を呈する。2条の前後関係は不明である。

SIO9－bはC、dの周溝の内側を巡る周溝を伴う。直径5．9m、床面積は復元値で26．3rrf。周溝は幅約10cm、深

さ約5cmを測り、地山土と同質の土で埋め戻されていた。主柱穴は柱穴間距離からP13～17の5基が復元される。

この内P15、P16は上面を地山土で埋め戻されていた。中央ピットはその位置からSIO9－C、dと同一と考える。
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挿図32　S109遺構図

′●・．・

1　　　1

①暗褐色粘質土　橙褐色土粒、炭化物を含む
②暗褐色粘質土
橙褐色土粧、炭化物を1層より多く含む
③暗褐色粘質土　黄褐色土粒を含む
④暗褐色粘質土　黄褐色土ブロックを多く含む
⑤灰褐色粘質土　黄褐色土ブロックを多く含む
（り暗灰褐色粘質土
（う灰褐色粘質土
黄褐色土ブロック、炭化物粒を含む
⑧灰褐色粘質土
黄褐色土ブロック、炭化物粒を7層より多く含む
⑨暗灰褐色粘質土　黄褐色土ブロックを含む
⑲黒褐色粘質土
黄褐色土粒を少し、炭化物を含む
⑪灰褐色粘質土
黄褐色土ブロックを含み、堅く締まる

0

0

●

⑳0

挿図33　S109変遷回
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第2節　竪穴住居跡

‾‾iT＿♂
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131

O S＝1：4　　10cm

ト丁一　　一一一一・一「一一　　一一二」 ［＝、。S12
挿図34　S109出土遺物実測図

SIO9－b、C、dに共通する中央ピットの東隅は地山土と同質の土で埋め戻された痕跡があった。その埋土を

取り除くと、直径60cmの円形を里し、深さ45cmを測るピットを検出した。これは先行する竪穴住居SIO9－aの中

央ピットであると判断した。

主柱はP18～21の4本と考えられる。P19は埋め戻されている。周溝はP25の西側にわずか50cmの長さが残り、

幅4cm、深さ2cmを測る。中央ピットを床面の中心とすると、直径6．2m、床面積約30．2rrfと復元できる。

SI09はピット底面に平石を敷くものが多く検出され、Pl～3、8～11、20、33、35がそれに当たる。P2は

平石の下にさらにピットがあり、その底面にも同じく石が敷かれていた。これらの石は柱材の長さの調整に使わ

れたものと考えられる。

焼土面は7カ所で検出している。南東側のものは埋め戻されたPll、16の上に広がることから、SIO9－dの時

期のものである。

農道敷設時に床面付近まで削平されたため、埋土は南東側にやや残すのみであった。炭化物粒を含むものの、

火災の痕跡は認められない。中央ピットの底部には地山土と同質の土が堅くしまって堆積しており、SI04に似た

状況を呈する。これが意図的に埋め戻されたかどうかは不明であるが、その上層は自然堆積と考えられる。

遺物は床面から嚢（130）、砥石（Sll、S12）が出土している。Sllは焼土面上で出土しており、下側が焼け

て赤変していたことから、別の用途をもっていたとも考えられる。砥石（SlO）はPlの底面より出土した。埋

土中から嚢（129、131）が出土している。土器はいずれも小片である。

遺構の時期は弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期に相当するものと考える。
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ピット名 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ（cm ） 土　　　　 色 備　　　 考 旧ピット名 I

P l 42 32 18 暗褐色粘質土 砥石 S lO を根石 に転用 S IO9 －P l

P 2 46 26 74 暗灰褐色粘質土、黄褐色土粒混 2 つの根石 S IO9 －P 24

P 3 50 33 66 暗褐色粘質土、黄褐色土粒混 根石 S IO9 －P 17

P 4 24 22 66 暗褐色布 質土、黄褐色土粒混 S IO9 －P 15

P 5 38 38 70 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック、粒混 根石 SIO9 －P ll

P 6． 22 20 3 1 黒褐色粘質土、黄褐色土粒混 SIO9 －P 7

P 7 28 25 25 灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック多 く混、炭化物混 SIO9 －P 4

P 8 4 7 34 71 暗灰褐色粘質土 SIO9 －P 25

P 9 27 25 73 灰褐色粘質土 P 3 と隣接、先行 SIO9 －P 36

P lO 59 36 64 灰褐色粘 質土、黄褐色土 ブロック混 上面貼 り床 SIO9 －P 34

P ll 48 29 44 灰褐色粘 質土、黄褐色土ブロ ック混 上面焼土、貼 り床、根石 SIO9 －P 31

P 12 19 19 20 暗灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック多 く混 SIO9 －P 5

P 13 22 22 27 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロ ック多 く混 SIO9 －P 2

P 14 26 26 60 不明、灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混 ？ S IO9 －P 29

P 15 28 22 68 黒灰色粘質土、黄褐色土ブロック混 上面貼 り床 S IO9 －P 37

P 16 32 30 54 暗灰褐色粘質土、黄褐色 土ブロック混 上面焼土、貼 り床 S IO9 －P 32

P 17 21 19 35 黒褐色粘質土、黄褐色土ブロック、灰褐色土ブロック混 S IO9 －P 6

P 18 25 23 32 暗褐色粘質土、黄褐色土 ブロック多 く混 S IO9 －P 3

P 19 40 38 67 暗褐色粘質土 埋 め戻 し SIO9 －P 30

P 20 28 27 51 灰褐色粘質土、黄褐色 土ブロック多 く混、炭化物混 根石 SIO9 －P 14

P 21 21 19 34 淡褐色粘質土、黄褐色土 ブロック多 く混、炭化物混 SIO9 －P 8

P 22 13 10 17 淡褐色粘質土、黄褐色土 ブロック多 く混 小穴 SIO9 －P 9

P 23 22 22 30 灰褐色粘質土、焼土ブロック混 SIO9 －P 19

P 24 26 24 21 灰褐色粘質土、焼土粒混 SIO9 －P 27

P 25 26 25 19 灰褐色粘質土、炭化物混 撹乱 ？ SIO9 －P26

P 26 32 22 49 暗灰褐色粘質土 SIO9 －P28

P 27 32 28 56 褐色粘質土、裏込めに黄褐色 ブロック混 SIO9 －P20

P 28 26 24 14 暗灰褐色粘質土、黄 白色土ブロック混 SIO9 －P 2 1

P 29 25 20 25 暗灰褐色粘質土、黄 白色土ブロック混 S IO9 －P 22

P 30 25 23 53 灰褐色粘質土 P 3 と隣接、先行 S IO9 －P 35

P 31 20 17 57 暗灰褐色粘質土、黄褐色土粒混 S IO9 －‘P 16

P 32 29 24 23 上，暗灰褐色粘質土、下，黄褐色土ブロック、白色粒子、炭化物混 埋 め戻 し、床溝 より後 S IO9 －P 18

P 33 31 29 40 暗褐色粘質土、黄褐色土ブロック混 埋 め戻 し ？、根石 S IO9 －P 23

P34 22 22 17 灰褐色粘質土、黄褐色土ブロック混、炭化物混 SIO9 －P l．3

P 35 26 r36 53 暗褐色粘質土、黄褐色土粧混 根石 SIO9 －P 12

P 36 23 20 27 灰褐色粘質土、黄褐色土 ブロック混、炭化物混 P 7 と似る SIO9 －P lO

挿表10　SIO9ピット一覧表
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第3節　掘立柱建物跡

SBOl（挿図39）

1区DOグリッドに位置する1間×1間のもの。梁行、桁行とも2．6mで、主軸はN－630－Wである。南西に

これよりやや小さく、同じ方向を向くSB02が隣接している。

SBO2（挿図37）

1区DOグリッドに位置する1間×1間のもの。梁行2．0m、桁行2．5mで、主軸はN－610－Wである。北東に

SBOlが隣接、北西梁側にSB06が接している。

SBO3（挿図36）

1区Dlグリッドに位置する1間×2問のもの。梁行3．0m、桁行4．6mで、桁行方向の柱穴問平均距離は2・3m

を測る。主軸はN－550－Eである。北西にこの約3分の1の大きさをもつSB16が重なる。南隅のP6からは3

個体以上の嚢の胴部片と底部片が重なって出土しており、柱を抜き取った後に投棄されたものと考えられる。底

部（132、133）を図化した。

SBO4（挿図36、図版16）

1区D2グリッドに位置する1間×2間のもの。梁行2．8m、桁行5．0mで、桁行方向の柱穴間平均距離は2・5m

を測る。主軸はN－150－Eである。ピット径が36～55cm、深さも38～60cmと他のものに比べ大きくしっかりして

いる。北半にSB05が重なるが、前後関係は不明である。

SBO5（挿図38、図版16）

1区D2グリッドに位置し、SB04に重なる1間×1間のもの。梁行2．2m、桁行2．7mで、主軸はN－620－Eで

ある。

SBO6（挿図38、図版16）

1区D3グリッドに位置する1間×1間のもの。梁行2．2m、桁行2．7mで、主軸はN－650－Eである。

SBO7（挿図39、図版16）

1区D3グリッド、SI02の南西に位置する1間×1間のもの。梁行2．3m、桁行2．7mで、主軸はN－460－Eで

ある。

SBO8（挿図39）

1区E～F3グリッド、SI02の東に位置する1間×1間のもの。梁行2．5m、桁行2．7mで、主軸はN－130－W

である。

SBO9（挿図36、図版17）

1区C～D4グリッドに位置する1間×2間のもの。梁行2．8m、桁行4．5mで、桁行方向の柱穴間平均距離は

2．2mを測る。主軸はN－650－Wである。

SBlO（挿図38）

1区E～F4グリッドに位置する1間×1間のもの。梁行2．3m、桁行2．8mで、主軸はN－850－Wである。北

西にSK02がある。ピットの深さが60～77cmと他のものに比べて深い。

SBll（挿図40、図版17）

1区F4グリッドに位置する1間×1間のもの。梁行2．6m、桁行2．9mで、主軸はN－220－Wである。東桁辺

にこれよりやや小さいSB13がかかり、SB12が隣接している。

SB12（挿図37、図版17）

1区F4グリッド、SIOlの南に位置する1間×1間のもの。梁行1．8m、桁行2．5mで、主軸はN－40－Eであ

る。これより大きなSB13と主軸を直交して重なる。ピットの切り合いではSB13に先行する。

SB13（挿図38、図版17）

1区F4グリッド、SIOlの南に位置する1間×1間のもの。梁行2．3m、桁行2．8mで、主軸はN－870－Wである○
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「二　　　「　　　二‾

［「∴－　　　…　　一一一

挿図35　SB20，25遺構図

南西でSBllと交差し、先行するSB12

と同じ位置で重なる。北西にSKOlが

ある。

SB14（挿図39）

1区E5グリッド、SI05の東に位置

する1間×1間のもの。梁行、桁行と

も2．2mで、主軸はN－180－Eである。

SB15（挿図40、図版17）

1区A2グリッドに位置する1間×

1間のもの。梁行2．5m、桁行2．9mで、

主軸はN－130－Wである。

SB16（挿図37）

1区D O～1グリッドに位置し、

SB03に重なる1間×1間のもの。梁

行1．8m、桁行2．0mと他のものに比べ

小さく、調査区中最小である。主軸は

N－370－Eである。

SB17（挿図37）

1区E3グリッドに位置し、SI02に

重なる1間×1間のもの。梁行2．0m、

桁行2．8mで、主軸はN－650－Wであ

る。検出状況ではP3がSI02の埋土を

切っていた。図化できなかったがP4、

P5から嚢日録部が出土しており、弥

生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階に

相当する。

SB18（挿図40）

1区C4グリッドに位置する1間×

1間のもの。梁行2．6m、桁行3．4mで、

主軸はN－890－Eである。

SB19（挿図38）

1区COグリッドに位置し調査区外

へと続く。他の掘立柱建物跡の柱穴間

距離との比較から1問×1間のものと

推測する。梁行2．2mで、主軸はN－

550－Wである。

SB20（挿図35、図版18）

3区N～010グリッドに位置する1間×2間のもの。梁行、桁行とも2．8mで、桁行方向の柱穴問平均距離は

1・4mを測る。主軸はN－340－Wである。ピット径が30～50cm、深さも45～60cmと他のものに比べて大きくしっ

かりしている。

SB21（挿図39）

1区D～E4グリッドに位置する1間×1問のもの。梁行2．3m、桁行2．6mで、主軸はN－180－Eである。北

－44－



第3節　掘立柱建物跡

1

　

＼

、

ヽ

、

、

　

＼

　

＼
ヽ
　
　
　
ヽ

＼

＼

、

、

＼

＼

＼

、

＼

＼

、

＼

　

　

　

、

、

、

　

　

　

　

　

　

＼

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

　

ヽ

＼

＼

、

　

　

　

＼

　

　

＼

＼

、

＼

　

＼

＼

、

＼

、

二
「
l
：
二
．
．
1
．
．
二
二
．
．

「U「「「「「一′′　　′′了′　′∴／′　′

二二＿－二　：　一一＿

o S＝1：4　10cm

「r i一一　　一　‥［

181

O S＝1　80　　　2m

」　　　　　　〕

挿図36　SBO3，04，09遺構図、SBO3出土遺物実測図

－45－



第3章　調査の成果

／ン′′′ノン／ノ壬ク22／′Zク′．／ク劣
′ニ二ンイクニ／　　′Z／／：′／

1　　　　　　　　　　　　　　－

＼

　

　

　

　

　

　

＼

、

＼

、

　

＼

、 唱 爵

囁 ＼
＼
、
＼
“

〓

　

　

　

　

〓

＼
＼
、

＼
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∧

二　…
S＝1：80　　　2m

し⊥＿＿＿＿二＿＿－　　」

′ニン／′′／′′′Z′ノン′つ．．：′‥乞魂宏′／宏：

／　／　／　／　′

′

／′／

／　　　／

／　　　　　　／′　　′　　　／

挿図37　SBO2，12，16，17，22，23遺構図

－46－



第3節　掘立柱建物跡

ヽ

二

l

‥

．

．

－

　

こ

＼
＼
＼
　
＼
＼
、

伽致′′子〝〝′′′′′〟′′′′　′〝〝′′′′′1㌦

′　　　　　‘

O S＝1　80　　　2m

と＝：＿＿＿－「‾「‾‾‾二二二∃

塁l爵

挿図38　SBO5，06，10，13，19，26遺構図

－47－

＼



第3章　調査の成果

1

　

＼

　

　

　

　

　

、

　

1

＼

＼

1

　

ヽ

、

＼

喘
E

SB14

E
N

ト
ぐつ
．　　ニ

険

挿図39　SBOl，07，08，14，21，27遺構図

－48－



第3節　掘立柱建物跡

／

／　　　Z

阜
SB18

形！

ヽ

ヽ

＼
＼
＼
＼
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
＼
＼
＼
＼
＼
＼

二
．
1
．
．
．
．
二
±

S＝1：80　　　2m

ト一二．＿　＿＿　二二二∃

ヽ

二

‥

二

‥

二

．

二

l

二

二

〓

二

．

挿図40　SB11，15，18，24遺構図

西にSK04がある。

SB22（挿図37、図版18）

2区012グリッドに位置する1間×1間のもので、P2は農道にかかる。梁行1・8m、桁行2・5mで、主軸はN－

160－Wである。ピット径が30～43cm、深さも60～83cmと他のものに比べ大きくしっかりしている。

SB23（挿図37、図版18）

2区と3区の中間の農道部分、012グリッドに位置する1間×1間のもの。建て替え前（SB23－a）の梁行

1．8m、桁行1．9m、建て替え後（SB23－b）の梁行1．8m、桁行2．1mと他のものに比べ小さく、調査区中削、の

SB16とほぼ同じ大きさである。主軸はN－380－Eである。

SB24（挿図40、図版18）

3区NlOグリッド、SI07とSI09の間に位置する1間×1間のもの。梁行2．4m、桁行3・Omで、主軸はN－120－

Eである。後世の溝による撹乱のためP3の一部は消失している。
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第3章　調査の成果

SB25（挿図35、図版19）

3区0～Pllグリッドに位置する1間×2間のもの。梁行4．1m、桁行4．4mと調査区中最大で、他の1間×2

間のものに比べても大きく、桁行方向の柱穴問平均距離は2．2mを測る。主軸はN－320－Wである。図化できな

かったがP4から嚢の頚部が出土しており、くびれ部の下が表面刺突文、内面へラ削りであることから弥生時代

後期中葉、越敷山Ⅳ期に相当する。

SB26（挿図38、図版19）

2区N12グリッドに位置し、SB27に重なる1間×1間のもの。削平により北西隅の1穴を欠く。梁行2．0m、

桁行2．5mで、主軸はN－280－Wである。

SB27（挿図39、図版19）

2区N12グリッドに位置し、SB26に重なる1間×1間のもの。梁行2．2m、桁行2．7mで、主軸はN－600－Wで

ある。図化できなかったがPlから弥生土器の嚢の胴部が出土している。

SB 名
新ピット 旧ピッ ト長径 短径 深さ 土　　　 色 SB 名

新ピット旧ピッ ト 長径 短径 深 さ
土　　　 色名 名 （cm ）（cm ）（cm ） 名 名 （cm ）（cm）（cm ）

SB Ol P l P ll 30 28 30 黒褐色粘質土 SB Oや P l P 331 26 24 38 黒褐色粘質土

P 2 P 13 36 34 32 黒褐色粘質土 P 2 P 406 30 28 45
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混

P 3 P 23 32 40 40 黒褐色粘質土 P 3 P 407 24 24 39 黒褐色粘質土

P 4 P 16 30 28 40
黒褐色粘質土、
黄褐色土 ブロック混 P4 P 327 30 30 20 黒褐色粘質土

SB O2 P l P 8 44 38 22 黒褐色粘質土 S B O7 P l P 168 24 24 22 黒褐色粘質土

P2 P 17 40 35 35
黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混 P 2 P 167 25 25 36 黒褐色粘質土

P3 P 18 35 35 47
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブ ロック混 P 3 P 166 26 25 32 黒褐色粘質土

P 4 P 440 38 35 38 黒褐色粘質土 P 4 P 170 25 25 28 黒褐色粘質土

S B O3 P l P 30 32 32 29 黒褐色粘質土 SB O8 P l P 142 35 35 60
黒褐色粘質土、
黄褐色土 ブロック混

P 2 P 29 34 30 28 黒褐色粘質土 P 2 P 140 35 32 48 黒褐色粘質土

P 3 P 25 27 27 17 黒褐色粘質土 P 3 P 144 32 30 50
黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混

P 4 P 28 35 35 23 黒褐色粘質土 P4 P 145 40 40 50
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混

P 5 P 33 ．38 34 20 黒褐色粘質土 S B O9 P l P 307 22 20 20 暗褐色粘質土

P 6 P 37 40 40 30
黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混 P 2 P 300 25 22 45 黒褐色粘質土

S B O4 P l P 404 55 45 60
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混 P 3 P 298 22 22 40 黒褐色粘質土

P 2 P 67 45 36 40
黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロ ック混 P 4 P 291 18 18 16 黒褐色粘質土

P 3 P 49 38 36 50
黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混 P 5 P 301 24 24 20 黒褐色粘質土

P 4 P 65 36 36 38
畢褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混 P 6 P 310 22 18 15

黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混

P 5 P 70 46 38 46
黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混 S B lO P l P 189 32 30 68 黒褐色粘質土

P 6 P 72 38 34 42
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混 P 2 P 192 32 30 68

黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混

SB O5 P l P 48 30 30 30 黒褐色粘質土 P 3 P 195 34 32 60
黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混

P2 P 66 28 25 30
黒褐色粘質土、・
黄褐色土 ブロック混 P 4 P 186 50 30 77

黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混

P 3 P O69 28 28 34
黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混 SB ll P l P 198 20 18 48
黒褐色粘質土、

暗褐色粘質土ブロ ック混

P 4 P 71 38 34 30
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混 P 2 P 422 24 24 46 黒褐色粘質土

P 3 P 211 22 22 14 黒褐色粘質土

P 4 P 200 24 24 28 黒褐色粘質土

挿表11堀立柱建物跡ピット一覧表（1）
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第3節　掘立柱建物跡

SB 名
新ピット 日ピット 長径 短径 深 さ 土　　　 色 S B 名

新ピット 日ピッ ト長径 短径 深 さ 土　　　 色
名 名 （cm）（cm ）（cm ） 名 名 （cm ）（cm）（cm ）

SB 12 P l P 20 5 20 18 37
灰褐色粘質土、黄褐色土ブロ

ック、黒褐色土ブロック混
SB 2 1 P l P 171 24 26 30 暗褐色粘質土、炭化物混

P 2 P 455 26 26 40 暗褐色粘質土 P 2 P 173 28 28 13 暗褐色粘質土

P 3 P 208 24 22 40
暗褐色粘質土、

黄褐色土ブロ ック混
P 3 P 174 50 28 7 黒褐色粘 質土

．P 4 P 203 20 20 44
暗褐色粘質土、

黄褐色土ブロ ック混
P 4 P 295 24 18 23 黒褐色粘 質土

S B 13 P l P 204 32 30 46
黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混

SB 22 P l P 1119 30 28 54
暗褐色粘質土、

黄褐色土粒混

P2 P 207 34 30 46
黒褐色粘質土、灰褐色粘質

土、黄褐色土ブロック混
P 2 P 1251 38 35 83 不 明

P 3 P 209 28 26 33
黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混
P 3 P 1270 35 34 65

黒褐色粘質土、裏込土黄

褐色土ブロ ック混

P 4 P 202 35 30 38 黒褐色粘質土 P 4 P l114 43 35 60
暗灰褐色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混

SB 14 P l P 460 28 25 60 黒褐色粘質土 SB 23 P l P 1247 23 20 30 黒褐色粘質土

P 2 P 4 15 30 30 53
黒褐色粘質土、
黄褐色土 ブロック混

P 2 P 1246 20 20 16 不明

P 3 P 262 25 25 37 黒褐色粘質土 P 3 P 1249 20 16 28 暗褐色粘質土

P 4 P 265 25 25 ．60 黒褐色粘質土 P 4 P 1245 ’ 22 20 25
黒褐色粘質土、裏込土黄

褐色土 ブロック混

SB 15 P l P 463 46 38 58 不明 P 5 P 1250 20 20 26 暗褐色粘質土

P 2 P 465 40 36 54 不明 P6 P 1244 25 23 34
暗褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混

P 3 P 368 38 25 70
暗褐色粘質土、

橙褐色土ブロック混
S B 24 P l P 1272 40 34 30

黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混

P 4 P 366 46 38 56
暗褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混
P 2 P llO3 43 49 36

灰褐色土、
黄褐色土 ブロック混

SB 16 P l P 443 23 20 i7
暗褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混
P 3 P 1273 30 36 14

暗灰褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混

P 2 P 459 30 25 20 黒褐色粘質土 P 4 P llO4 50 44 30
灰褐色土、
黄褐色土ブロック混

P 3 P 27 25 25 19 暗褐色粘質土 SB 25 P l P 1304 44 36 25 暗灰褐色粘質土

P 4 P 24 30 20 20 暗褐色粘質± P 2 P lO26 40 36 30 黒褐色粘質土

S B 17 P l SIO2－P 13 41 38 44
暗褐色粘質土、

黄褐色土粒 混
P 3 P lO28 32 30 36

黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混

P 2 SIO2－P 4 35 27 35
暗褐色粘質土、

黄褐色土ブロ ック混
P 4 P lO23 54 43 38

黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロック混

P 3 P 609 42 33 70
暗褐色粘質土、
黄褐色土 ブロ ック混

P 5 P lO25 35 54 50
暗灰褐色粘 質土、

黄褐色土ブロ ック混

P 4 SIO2－P 5 46 40 57
黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロ ック混
P 6 P 1295 30 25 20

灰褐色粘質土、

黄褐色土ブロ ック混

P 5 S IO2－P 25 38 34 47
暗褐色粘質土、
黄褐色土 ブロック混

SB 26

S B 27

P l P llO8 30 24 8
黒褐色粘質土、

黄褐色土ブロ ック混

SB 18

SB 19

SB 20

P l P 3 17 22 20 25 黒褐色粘質土 P 2 P llO9 　27 25 8 淡灰褐色土

P 2 P 308 40 25 44 黒褐色粘質土 P 3 P 1312 25 23 10 不明

P 3 P 3 11 20 18 16 黒褐色粘質土 P l P llll 25 23 35
黒褐色粘質土、

黄褐色土 ブロック混

P 4 P 3 16 17 15 15 黒褐色粘質土 P 2 P 1313 25 25 45 不明

P l P 43 1 30 25 34 黒褐色粘質土 P 3 P 1113 25 20 34 暗褐色粘質土

P 2

P l

P 2

P 3

P 4

P 5

P 6

P 429

P lO 14

P lO13

P lO12

P lOll

P lOlO

P l009

26

50

34

35

35

30

33

26

45

30

25

30

30

30

42

60

47

45

54

48

50

暗褐色粘質土

黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混

不 明

黒褐色粘質土、
黄褐色土ブロック混

暗灰嫡色粘質土、
黄褐色土ブロ ック混

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

P4 P ll12 35 30 48 黒砲色粘質土

挿表12　堀立柱建物跡ピット一覧表（2）
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第3章　調査の成果

第4節　士坑状遺構

SKOl（挿図41、図版20・21）

1区F4グリッド、SB12、SB13の北西に位置する楕円形のもの。長径1．2m、短径0．9m、深さ0．5mである。

埋土は地山土のブロックを多く含んでおり、土坑の壁が崩れながら堆積したと思われる。表層から土器が2点出

土しているが、小片のため器種は不明である。

SKO2（挿図41、図版20・21・28）

1区E4グリッド、SBlOの北西に位置する円形のもの。直径1．1m、深さ0．5mである。検出状況では、埋土の

差異により西端で内接する2重の円を呈していた。直径約0．8mの円の内側には黒ボク系の土が堆積し、その東

寄りの外周は地山土のブロックを多く含む土で埋められていて、堅く締まっていた。土層断面では内側の埋土の

中央に柱状の痕跡が見られたが、平面では確認できなかった。内側の埋土を除去したが、外周埋土内の地山土ブ

ロックの混ざり方にばらつきがあったため、壁面を明確にすることはできなかった。外周の埋土は、土坑の内側

に円筒形の容器のようなものを収め、それを固定していた裏込め土のような性格のものと考えられる。

埋土中より壷（134）、嚢（135）が出土しており、弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階に相当する。

SKO4（挿図41、図版20・21）

1区C～DOグリッド、SB21の北西に接する。平面は円形で、長径0．9m、短径0．8m、深さ0．5mである。壁は

ほぼ垂直に落ち、底部は平坦な面を持つ。上半の埋土は黒ボク土を主とし、下半は約30cmの厚さで地山土のブロ

ックが堆積していた。その上面で黒い斑がいくつ認められ、その部分の掘り下げをおこなった。しかし壁面が不

明確で、配列に規則性もないことから、黒ボク土ブロックの混入あるいは小動物や植物による撹乱と見なした。

このように上半と下半とでは明らかに異なる堆積状況を示すことから、下半の埋土は、本来袋状であった土坑の

入り口部分が崩れて中に落ち込んだものと考えられ、貯蔵穴として使用されていたと推定される。埋土下層から

外面パケメ内面へラ削りの弥生土器の小片が出土している。

⑥

①黒褐色粘質土　黄褐色粘土ブロックを含む
②黒褐色粘質土　黄褐色粘土粒を含む
③黄褐色粘土ブロック　黒褐色土を含む
④黒褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを1層より多く含む
⑤黄褐色粘土ブロック　暗褐色粘質土を含む
⑥黒褐色粘質土

①黒褐色粘質土　黄褐色粘土ブロックを含む
②暗褐色粘質土　黄褐色粘土ブロックを含む
③暗褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを2層より多く含む
④暗褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを3層より多く含む
（9暗褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを4層より多く含む
⑥灰褐色粘質土　黄褐色粘土ブロックを含む
⑦灰褐色粘質土
黄褐色粘土ブロックを6層より多く含む
⑧黄褐色粘土ブロック　暗褐色土ブロックを含む

挿図41SKO1，02，04遺構図
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①暗褐色粘質土
黄褐色土ブロックを含む
②暗褐色粘質土
黄褐色土ブロックを
1層より多く含む
（彰黄褐色土ブロック
暗褐色土を含む



第4節　土坑状遺構

SKO6（挿図42、図版22・23）

1区D4グリッド、SB02の西北西に接する隅丸方形のもの。長径1．2m、短径0．7m、深さ0．4mで、壁面から底

面にかけて丸みをおびている。埋土は上層に比べ下層の締まりが悪い。遺物は出土していない。

SKll（挿図42、図版22・23・38）

2区P14グリッドにある円形のもの。長径1．8m、短径1．7m、深さ8cmで、上部は削平によって失われている。

底面の外周には幅4～18cm、深さ4～8cmの側溝が掘られている。床面には無数の窪みがあるが、不整形で浅い

ため柱穴とはならない。埋土中より嚢（136）が出土しており、弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階に相当す

る。

SK12（挿図42、図版22・23・38）

1区A3グリッド、SI04の北西側で切りあい、SI04に先行する。平面形は不整方形で、底面にはピット状の窪

みが2つあるが、柱痕や裏込め土は検出していない。棄（137）が出土しており、弥生時代後期中葉、越敷山Ⅳ

期古段階に相当する。

SK15（挿図43、図版24）

2区L13グリッドの斜面上で検出、東側の斜面上方にSD16がある。平面は隅丸正方形を里し、一辺1．5m、深

さ2．2mで、ほぼ垂直に掘られている。底面は多少の起伏をもつが、杭痕跡などの掘りこみはない。検出面は造

成土に覆われていた。埋土は自然堆積であり、下層は堅く締まる。図化できなかったが、2層から複合口縁の嚢

の頚部と鼓形器台の受部、8層から壷または嚢の底部（138）、底面から摩滅した嚢の胴部片が出土している。弥

生時代後期中葉、越敷山Ⅳ期新段階に相当する。

①暗褐色粘質土
黄褐色土粒を含み、よく締まる
②黒褐色土
③暗灰褐色粘質土
黄褐色土粒・ブロックを含む
④灰褐色粘質土
黄褐色土ブロックを含む
⑤暗褐色粘質土
⑥暗灰褐色粘質土
黄褐色土粒を含み、締まりが悪い

SIO4

1㌣′
と　i　　　‾‾！

①暗褐色粘質土
黄褐色土ブロックを少し含む

②暗褐色粘質土
黄褐色土ブロック、炭化物を少し含む

①黒褐色粘質土
底面で炭化物を含む
②黒褐色粘質土
黄褐色土ブロックを含む
③暗灰褐色粘質土
黄褐色土ブロックを含む

挿図42　SKO6，11，12遺構図
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第3章　調査の成果

宜
～lsD16

134．8m

B B′

勿膠ノ
褐色土　黄褐色土粒を含む

（∋黒褐色粘質土
（診黒褐色粘質土
③黄褐色土プロツ
④暗褐色粘質土
⑤黒褐色粘質土
（砂暗褐色粘質土
⑦暗褐色粘質土
⑧黒褐色粘質土

ソ

三

O S＝1：80　　　2m

h＿＿　＿　＿＿＿＿＿－＿⊥＿＿＿＿三∃

o S＝1：40　1m

」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二∃

o S＝1：40　1m

」」＿⊥　　　　　　〕　　　　　　＿＿＿」

2層との境に黄褐色土ブロック

ク

黄褐色土ブロックを含む

7層よりも締まり悪い
地山包含の砂粒を含み、堅く締まる
炭化物を含む

⑨淡灰褐色粘性砂質土　地山包含の砂粒を多く含み、堅く締まる

∈‾一妻一軍一二♂

O S＝1：4　　10cm

「r i　　　　　！

一二一訝

／
SK12

＼二」
SK15

挿図43　SK15，SD16遺構図、SK出土遺物実測図
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第5節　溝状遺構

第5節　溝状遺構

SD16（挿図43、図版25）

2区L～M－12～13グリッド、SK15の東にある。北西から南東に直線的に伸び、南東は調査区外へ続く。長さ

17．2m、幅0．3～0．8m、深さ20～40cmを測る。図化できなかったが埋土から嚢の頚部が出土している。頚部のく

びれの下の表面はわずかに貝殻腹緑による刺突文が残り、内面はヘラ削りを施すことから、弥生時代後期中葉、

越敷山Ⅳ期新段階に相当する。

第6節　段状遺構

SSOl（挿図44、図版25）

2区G～H－5～6グリッド、農道のあった平坦面から斜面に移る傾斜変換地点に東西方向に伸びるもの。長さ

5．8m、幅0．2～0．3m、壁高8cmを測る。南側に径24～34cm、深さ34～50cmのしっかりしたピットが並び、柵状遺

構のあった可能性がある。遺物は出土していない。

A′

璃卒

C′

o S＝140　1m

と＝　i　　一一‾‾‥」

挿図44　SSOl遺構図
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第3章　調査の成果

第7節　ピット（挿図45、図版35．38）

1区において261基、2・3区において183基のピットを検出している。1区では標高の高い東部、SBO3周辺

及びSIO2周辺と南側斜面に多く分布している。2・3区でも標高の高い東部のSKll周辺と西側斜面の分布密度

が高い。本来は調査区全域に広く分布していたものが、後世の削平や土砂の流出によって失われたものと考えら

れる。第3節で、規則的な配列をもつピットを掘立柱建物跡として報告したが、それ以外にもしっかりとした掘

り方を持つピットがあり、その中には残存状態のよい土器が出土するものがある。

1区G4グリッドにあるP446は直径24cm、深さ28cmで、嚢の口緑（139）が出土している。内外面ともに赤色

顔料が塗布され、頚部のほぼ対面する位置に2カ所、焼成前に穿孔されている。孔内に擦痕は認められないが、

紐などを通して使ったと考えられる。1区G5グリッドにあるP454は長径40cm、短径30cm、深さ30cm、F6グ

リッドの斜面部にあるP628は長径40cm、短径22cm、深さ25cmで、それぞれ嚢の日録（140、141）が出土してい

る。140は外反する目線端部、141は直立する口緑端部にそれぞれ擬凹線が施文されている。2区Q15グリッドの

PlO97は直径28cm、深さ57cmの規模をもつ。埋土中位から、日録を上にした状態で棄（142）が出土した。口縁

は全周し、内面は赤色顔料が塗布されている。頚部には強いへラミガキの痕跡が連続刺突文のように残っている。

検出地点と規模から、調査区外に本体をもつ掘立柱建物跡の一部と考えられる。2区L12グリッドの斜面部に位

置し、SD16と切り合うP1186は長径20cm、短径16cm、深さ50cmで、嚢（143）が出土している。外反する口緑端

部に擬凹線、頚部には連続刺突文が施され、いずれも二枚貝の腹緑部を使用している。SD16との前後関係は不

明である。

これらのピットは1区のSB19のように調査区外へ続く掘立柱建物跡や、柵状の施設を構成してしていたと推

測される。

幸子：
P446

甲
－／り勿抑

ケ　　 ←　　　 1。

＼、威

≒二三子 華芋≒一千‾

oS＝1：4

LL＿＿＿＿＿＿＿‥十一「4m

．

挿図45　ピット内、遺構夕圧臼土遺物実測図
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第8節　遺構外出土遺物

第8節　遺構外出士遺物（挿図45・46、図版37～39）

嚢（144）は2区JlOグリッドの斜面埋土の黒ボク土中から出土した。直立する日録端部に擬凹線を施してい

る。嚢（145）、高塚（146）は3区の表土掘り下げ中に出土した。145は口縁端部外面に赤色顔料を塗布している。

146は杯部に明瞭な稜をもち、複合目線部に擬凹線を施している。嚢（147）、器台（149）は1区平坦面の表土掘

り下げ中に出土した。147は内外面に赤色顔料を塗布している。149は内外面ともにへラミガキが施され、外面の

稜が欠損している。嚢底部（151）は1区の農道の側溝内から出土した。底径が大きく、厚手の作りである。外

面にハケメが残っている。嚢（148、150）は1区の南側斜面の埋土掘り下げ中に出土した。148は風化が著しい

が、複合口縁の外面にわずかに擬凹線が残る。150は小型の嚢の底部であろう。

蔽石（S13）は2区西側斜面の客土掘り下げ中に出土した。半分を欠損しているo

F3、F4、F5は棒状鉄製品である。F3は3区の農道側溝中から出土した。断面形が方形で、端部の一方

が肥大していることから、尖端部を欠損した釘の可能性がある。F4は3区の農道部、SI07の検出時に出土した。

sIO7－Cの床面出土かと思われたが、推定復元した周溝の外に位置することから、遺構外出土遺物とした。F5

は1区の耕作土中から出土した。いずれも断面は円形で中空である。

1区農道部の表土除去中に銅銭（F6、F7）が出土した。F6は元符通賓（北宋　初鋳1098年）、F7は寛

永通賓（1697～1747年、1767～1781年）である。

o S＝12　　5m

－　　　　」

一

…

‥

－

－

一

（

　

l

二

（ロ

F6

挿図46　遺構外出土遺物実測図
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第3章　調査の成果
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第3章　調査の成果
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第3章　調査の成果
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土器観察表

（＊…復元値）

遺 物
番 号

出 土
地 点

器　 種
口径
（cm ）

器 高
（cm ）
底部 径
（cm ）

手　 法　 上　 の　 特　 徴
凹 線 の 本
数 ／ 1 cm 焼 成

色　　 調 備　 考
実 測

N o．

取 り上 げ

N o．

1 S I O l 嚢 ＊12．2
外 面 口 縁 部 に 擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、 口 緑 部 下 横 へ ラ 磨

き頚 部 縦 パ ケ 。 内 面 調 整 不 明 。
4 良 好

内 外 面 淡 黄 灰

褐 色
1 24

2 S I O l 嚢 ＊15．0
外 面 日 録 部 に擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、 頚 部 下 方 に貝 殻 刺

突 文 。 内 面 口緑 か ら頚 部 を横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ 削 り。
4 良 好 内 外 面 淡 橙 色 2 14 3

3 S I O l 賓 ＊15．5 外 面 口 緑 部 に擬 凹 線 。 内 面 口 緑 部 横 ナ デ 。 4 良 好 内 外 面 淡 黄 褐

色
92 2 5 6

4 S I O l 嚢 ＊11．3
外 面 口 緑 部 に擬 凹 線 、 頚 部 横 ナ デ 。1 内 面 口 縁 部 横 ナ

デ 。
4．5 良 好 内 外 面 淡 橙 色 88 2 2

5 S IO l 嚢 ＊15．1
外 面 口緑 部 に擬 凹 線 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 日録 縦 へ ラ

磨 きの ち 横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ 削 り。
3 良 好

外 面 淡 灰 褐 色 、

内 面 淡 黄 灰 褐

色

外 面 頚 部 ス ス

付 革 4 2 1 2

6 S IO l ． 嚢 ＊19．0
外 面 口緑 部 に 擬 凹 線 の ち横 ナ デ 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面

口 緑 部 縦 へ ラ 磨 き の ち 横 ナ デ 。
3．5 良 好

内外 面 淡 黄 褐

色
8 18 4

7 S IO l 嚢 ＊14．0
口 緑 部 2 条 以 上 の 四 線 の ち 横 ナ デ 、 頚 部 横 ナ デ 。 内

面 口 緑 部 調 整 不 明 、 頚 部 へ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削 り。
1．5 良 好 ・内外 面 淡 黄 色 風 化 著 しい 9 1 2 1 6

8 S IO l 嚢 ＊15．6

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 の ち横 ナ デ 、 頚 部 縦 へ ラ 磨 きめ

ち 横 ナ デ 。 内 面 口緑 か ら 頚 部 を 横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ 削

り。

4 良 好
内 外 面 淡 灰 褐

色
外 面 ス ス 付 着 7 20 0

9 S IO l 嚢 ＊19．8

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、 頭 部 縦 へ ラ 磨 きの

ち 横 ナ デ 。 内 面 口 緑 部 縦 ・横 へ ラ磨 ・きの ち 横 ナ デ 、

頚 部 以 下 へ ラ 削 り。

5 良 好
外 面 淡 橙 褐 色 、

内 面 淡 灰 褐 色
6 20 3

1 0 S IO l 士寛 14 ．6 1 1．4 丸 底

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 縦 へ ラ磨 きの ち 横 ナ デ 、

肩 部 3 段 に わ た り貝 殻 刺 突 文 、 上 か ら 2 ～ 3 段 間 に

1 条 の 沈 線 、 胴 部 ～ 底 部 へ ラ 磨 き 。 内 面 口 緑 部 横 ナ

デ 、 頚 部 へ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削 り、 底 部 中 央 か ら外

へ 螺 旋 状 の 強 い 指 ナ デ 整 形 。

5 良
内 外 面 淡 黄 褐

色
施 文 は租 雑 58 3 0 2

1 1 S I O l 嚢 底 部 ＊8．6 外 面 縦 へ ラ 磨 き 、 底 面 へ ラ磨 き。 内 面 へ ラ削 り。 ・良 好 外 面 淡 灰 褐 色 、

内 面 淡 橙 褐 色
93 2 6 1

1 2 S I O l 嚢 底 部 ＊10．2 外 面 へ ラ磨 き、 底 面 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。 良 好 内 外 面 淡 褐 色 90 19 6

1 3 S I O l 襲 底 部 ＊6．8
外 面 縦 へ ラ 磨 き の ち縦 パ ケ 。 内 面 へ ラ削 り、 底 面 指

押 え 。
良 好
外 面 淡 橙 褐 色 、

内 面 淡 灰 褐 色
5 20 5

1 4 S I O l 嚢 底 部 ＊6 ．3 外 面 ナ デ 。 内 面 指 押 え 。 良 好 外 面 淡 灰 褐 色 3 2 7

1 5 S IO l 嚢 底 部 ＊4 ．6 底 面 ナ デ 。 内 面 調 整 不 明 。 良 好

外 面 淡 黄 褐 色

～ 橙 色 、 内 面
淡 灰 褐 色

風 化 著 し い 89 1 5 9

1 6 S IO 2 ・＝上ゴ宜匿 ＊20．2
外 面 横 ナ デ の ち 、 ヘ ラ工 具 に よ る 斜 め の 平 行 沈 線 、

口 縁 端 部 に 3 条 の 凹 線 。 内 面 横 ナ デ 。
2 良 好

内外 面 淡 黄 褐

色
14 4 5

1 7 S IO 2 ・＝ヒ宣E ＊17．0
外 面 口縁 部 擬 四 線 、 頚 部 縦 へ ラ 磨 き の ち 横 ナ デ 、 内

面 口 緑 部 ～ 頚 部 へ ラ 磨 き の ち 口 緑 端 部 横 ナ デ 。
2 良 好 内外 面 淡 黄 褐

色

9

11 5
7 6 6

1 8 S IO 2 嚢 ＊14．0 外 面 口 緑 部 に 擬 凹線 。 内 面 口縁 部 横 ナ デ 。 3
や や

不 良
内 外 面 淡 褐 色 96 9 5

1 9 S IO 2 嚢 ＊17．6
外 面 口 縁 部 に 3 条 の 凹 線 の ち横 ナ デ 、 頚 部 縦 へ ラ 磨

2
や や

不 良

外 面 淡 灰 褐 色 、外 面 口緑 部 丹 9 5 6 6
きの ち 横 ナ デ 内 面 口 緑 部 ～ 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 暗 灰 褐 色 塗 り

20 S IO 2 襲 ＊16 ．0

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、 頚 部 縦 へ ラ磨 きの

ち 横 ナ デ 、 頸 部 下 方 に工 具 に よ る刺 突 文 。 内 面 口 緑

部 へ ラ 磨 き の ち 横 ナ デ 、 頚 部 へ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削

り。

3 良 好
内 外 面 決 灰 褐

色
外 面 ス ス 付 着 16 3 5

2 1 S IO 2 嚢 ＊14 ．9 外 面 口 縁 部 に 擬 凹 線 。 内 面 口 緑 部 横 ナ デ 。 4 良 好
外 面 淡 褐 色 、

内 面 淡 黄 色
94 6 0

2 2 S I O 2 嚢 ＊2 1．1

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 縦 へ ラ磨 き の ち 横 ナ デ 、

頚 部 下 方 に パ ケ状 工 具 に よ る 刺 突 文 。 内 面 口緑 か ら

頚 部 を横 ナ デ 、‘胴 部 へ ラ削 り。

3 ．5 良 好 内 外 面 橙 色 風 化 著 し い 10 8 7 ，88

2 3 S I O 2 嚢 ＊16．4
外 面 口 緑 部 に 凹 線 、 頚 部 縦 へ ラ磨 きの ち 横 ナ デ 。 内

面 口 緑 部 へ ラ磨 きの ち 端 部 横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ 削 り。
3 良 好

内 外 面 淡 灰 褐

色
外 面 ス ス 付 着 13 6 4

2 4 S I O 2 嚢 ＊2 2．0
外 面 日 録 部 に擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、頚 部 下 方 に 刺 突 文 。

内 面 口 緑 か ら頚 部 を横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ 削 り。
1．5 良 好

外 面 赤 褐 色 、

内 面 淡 灰 褐 色
外 面 丹 塗 り 12 6 8

2 5 S I O 2 嚢 ＊21．4
外 面 頚 部 縦 へ ラ 磨 き の ち横 ナ デ 。 内 面 口 緑 部 ～ 頚 部

不 明 良 好
外 面 淡 灰 褐 色 、 外 面 口 緑 部 風

1 1 8 1
横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ削 りの ち 横 ナ デ 。 内 面 淡 橙 褐 色 化 し剥 落

2 6 S I O 2 嚢 底 部 ＊7 ．1 外 面 縦 へ ラ磨 き。 内 面 へ ラ 削 り、底 面 指 押 え 、 ナ デ 。 良 好 内 外 面 灰 褐 色 15 4 1

2 7 S IO 2 嚢 底 部 ＊2 ．8 外 面 底 部 付 近 指 押 え の ち ナ デ 。 内 面 指 ナ デ 。 良 好

外 面 黒 色 ～ 淡

黄 灰 色 、 内 面

暗 褐 色

外 面 黒 斑 あ り 17 5 3

2 8 S IO 2 嚢 ＊8．2
外 面 口縁 部 調 整 不 明 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 口緑 部 横 ナ

デ 、 頚 部 へ ラ 磨 き 、 胴 部 へ ラ削 り。
良 好 内 外 面 淡 黄 色 97 2 8 7

2 9 S IO 2 高 杯 脚 部 ＊13．2 外 面 脚 部 縦 パ ケ 、 端 部 に 擬 凹 線 。 内 面 へ ラ 削 り。 4
や や ・

不 良

外 面 赤 褐 色 、

内 面 灰 褐 色
外 面 丹 塗 り 18 6 5

3 0 S IO 2 有 孔 鉢 12 ．8 1 3．1 5．3

内 外 面 下 か ら上 に ヘ ラ 削 り に似 た 強 い ナ デ 整 形 。 輪

良

外 面 淡 黄 褐 色 底 部 外 面 に縄

57 6 3 5積 み の 段 が 器 壁 に 残 る 。 口 緑 端 部 外 側 に 指 頭 圧 痕 。 「 灰 色 、 内 面 目庄 痕 、 内 外

底 部 に 焼 成 前 穿 孔 。 黄 褐 色 ～ 褐 色 面 黒 斑 あ り

3 1 S IO 3 ＝土ご宣E ＊18 ．1
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 の ち 端 部 横 へ ラ 磨 き 、 頚 部 横 へ

ラ磨 き。 内 面 口緑 部 横 へ ラ磨 き。
3 良 好

外 面 淡 褐 色 、

内 面 淡 橙 褐 色
内 面 頚 部 剥 落 100 2 6 9 ，34 1

3 2 S IO 3 嚢 ＊19 ．8
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、 頚 部 縦 へ ラ磨 き の

ち横 ナ デ 、 内 面 口 緑 部 調 整 不 明 、 胴 部 へ ラ 削 り。
5 良 好 外 面 暗 褐 色 、

内 面 淡 灰 褐 色
外 面 ス ス 付 着 109 3 3 6

挿表20　土器観察表（1）
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第3章　調査の成果

（＊…復元億）

遺物
番号
出土
地点 券　 種

口径
（cm ）
器 高
（cm ）
底部径
（cm ） ．手　 法　 上　 の　 特　 徴

凹線 の本
数／ 1 cm

焼 成 色　　 調 備　 考 ．
夷測

N o．
取 り上 げ

N o．

33 SIO3 蛮 ‘ ＊19ユ

外 面口緑 部 に擬 凹線 、頚部 縦へ ラ磨 き－のち横 ナデ、

内 面口緑 部横へ ラ磨 きの ち横 ナ デ、頚部横 へ ラ磨 き、

胴 部へ ラ削 り。

3 良好

外面 淡黄灰 褐

色、 内面淡褐

色

10 8 3 18

34 SIO3 嚢 ＊16．7

外面 口緑 部 に擬 凹線 、頚部横 ナ デ、頚 部下へ ラ状工

具 に よる刺突文 。内 面 口緑 部縦 へ ラ磨 きのち横 ナデ、

頚 部横へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。

4．5 良好
外面 黄 白色 、

内面 淡橙色
10 3 27 2

35 SIO3 嚢 ＊2 1．6

外 面口緑 部 に擬 四線 のち横 ナデ、 ロ緑端 部面 取 り、

頚 部縦 へラ磨 きの ち横 ナ デ、内面 口緑 部縦へ ラ磨 き

の ち横 ナデ、頚 部横 へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。

3．5 良料 内外 面淡黄 褐

色
10 2 27 1

36 SIO3 嚢 ＊18．2

外 面口緑 部 に擬 凹線 のち横 ナデ、 頚部 縦へ ラ磨 きの

ち横 ナ デ、内面 口緑 部縦へ ラ磨 きの‘ち横 ナ デ、頚部

横 へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。

3．5 良好
外面 淡灰褐 色、

内面 淡黄褐 色
外面 ス ス付 着 10 5 27 3

37 SIO3 嚢 － ＊14 ．2

外 面口緑 部 に擬 凹線 、頚部 縦へ ラ磨 きの ち横 ナデ。

内面口縁 部縦へ ラ磨 きの ち端部横 ナ デ、頸部 下へ ラ

削 り。

5 良好
内外 面淡黄 灰

褐色
101 2 70

38 SIO3 嚢 ＊18．4
外 面口癖 部 に 3 条 の凹線 のちナ デ消 し、頚 部横 ナデ。

2
やや 内外 面灰淘 色 外面 口緑 部ス

111 6 60 °．
内面口緑 部横 ナデ、胴 部へ ラ削 り。 不 良 ～淡 黄褐色 ス付 着

39 SIO3 嚢 ＊19．8
外 面口緑 部 に擬 四線 、頚部 下方 に小 口刺 突文 。内面

口緑 部横 ナデ、 頚部 をヘ ラ磨 き、 胴部 へ ラ削 り。
良好
内外 面淡灰 褐

色～ 淡黄褐 色
外面 ス ス付 着 104 2 37

40 SIO3 嚢 ＊2 5．1 よ33 ．4 ＊6 ．6
外 面 口緑 部 に擬 凹線 、頚部 下方 に小 口刺 突文 。内面

口緑 部横 ナデ、 頚部 をヘ ラ磨 き、 胴部 へ ラ削 り。
4・苧 良好

外面 淡黄褐 色

～淡 灰褐色 。
内面 淡黄褐 色

～淡 褐色

外 面ス ス付 着 71

3 77，380 ，38 1

3 82，39 1，394

3 96，397 ，398

4 1 SIO3 嚢底 部 ＊5 ．3 外 面ナ デ。内面 へ ラ削 り。 良好 外面 淡褐色 、

内面 暗灰褐 色
98 3 1

42 SIO3 棄 ？ ＊14：6 外 面横 ナデ。 内面調 整不 明。 良好
内外 面淡黄 色

橙色
106 3 04

43 SIO3 台付 鉢 ＊16
外 面 口緑 部横 ナデ、体 部 へラ磨 き。 内面 口緑 端部横

ナデ、体 部へ ラ削 り。
良好

外面淡橙 褐色、

内面 暗灰色 ～

淡黄 灰色 ・

風化 著 しい 112 7 35

44 SIO3 券 台脚部 ＊17 ．3
外 面横 ナデ、脚 端部擬 凹線 の ち横 ナ デ。内面 へ ラ削

り、脚端部 ナ デ。
3
良好 内外 面淡黄 色

～淡 橙色
99 6 65

45 SIO3 券 台脚部 ＊17 ．1 外 面へ ラ磨 き、 脚端 部擬 凹線。 内面へ ラ削 り。 4 良好 内外 南淡橙 色 110 6 57

46 SIO6 嚢 ＊15．9
外 面 口緑 部 に擬 凹線 の ち横 ナデ 、頚部 へ ラ磨 きの ち

横 ナデ 。内面 口緑部 へ ラ磨 き、頚 部へ ラ削 り。 4
やや

不 良
内外 面淡灰 色 154 4 03

47 SIO6 セ笠 ＊7．4 内外 面調 整不 明。 良好 風化 著 しい 155 4 08

48 SIO6 券 台脚部 ＊12 ．5 外 面横 ナデ、脚 端部擬 凹線 。内面 へ ラ削 り。 4 良好 内外 面淡橙 色 風化 著 しい 114 4 16

49 SIO4 ‘嚢 ＊16．9
外 面 口緑 部 に擬 凹線 、頚 部下方 に貝殻 刺突 文。内 面

口緑 部 ～頚部 をヘ ラ磨 き、胴部 へ ラ削 り。
4 良好 内外 面黄褐 色

外面 スス付着 、

口緑 部黒 斑あ

り

43 6 27，62 8

50 SIO4 嚢 ＊17．0 ＊字3 ・8 4 ．5

外 面 口緑 部 に擬 四線 、頚部 下方 にパ ケ状工 具に よる

刺 突文 、胴部パ ケ メ。内面 口縁 部横 ナデ、頚 部以 下

へ ラ削 り。

4 良好

外面 淡橙色 ～

淡灰 褐色 、内

面淡 灰褐色

外 面ス ス付着 5 1 6 21，622

5 1 SIO4 棄 ＊15ユ ＊20 ‘5 4 ．6

外 面 口緑 部 に擬 凹線 、頚部 横ナ デ、頚 部下 方に貝殻

刺 突文 。内面 口緑部横 ナ デ、頚 部 をヘ ラ磨 き、胴 部

へ ラ削 り。

4 良好

外面淡灰 褐色、

内面 淡橙褐 色

～淡 灰褐色

45 6 27

52 SIO4 棄 ＊16．4

外 面 口緑 部 に擬 凹線 の ち横 ナデ 、頸部 縦へ ラ磨 きの

ち横 ナ デ。内面 口緑 部～頚 部調整 不 明、胴 部へ ラ削

り

3 良好
外面淡 黄褐色、

内面 淡橙褐 色
80 6 70

‘53 SIO4 嚢 5 ．4 外 面胴 部縦パ ケ、 内面へ ラ削 り。 良好
外面淡 灰褐色、

内面 暗灰色
外 面ス ス付着 42 6 24，62 5，627

54 SIO4 嚢 ＊13．4

外 面 口緑 部 に擬 凹線 の ち横 ナデ 、頚部横 ナ デ、頚 部

下 方 にパケ状工 具 あるい は貝殻 に よる刺突 文。内 面

口緑 部横 ナ デ、胴部 へ ラ削 り。

3．5 良好
内外 面淡橙 褐

色
外 面ス ス付着 75 543

55 SIO4 壷 ＊15．0 i17 ．1 5

外 面 口緑 部 に擬 凹線 、頚部 縦へ ラ磨 きの ち横 ナデ 、

頚 部下 方に板状 あ るい はへラ状工 具 に よる刺 突文 、

胴 部縦 パケ、底 部 ナデ。 内面 口緑 部横 ナデ 、頚部 以

下 へ ラ削 り。

4 良好 内外 面黄褐 色 外 面ス ス付着 48
6 24，62 6，627

6 28

56 SIO4 注 口土器 13．4 16．6 5 ．4

外 面 口緑 部 に擬 凹線 、頚 部縦へ ラ磨 きの ち横 ナ デ、

胴 部縦 パケ、底 部 ナデ。 内面 口緑 部横 ナ デ、頚部 以

下 へ ラ削 り。

3 良好
内外 面淡黄 褐

色

外面 スス付着 、

内面口緑 に丹

塗 り

r　52 618

57 SIO4 嚢 ＊15．2 14 ．4 3

外 面 口緑 部 に擬 凹線 の ち横 ナ デ、頚部 横ナ デ、頚 部

下 方 に貝殻刺 突文、 胴部上 半横 パケ下 半縦 パケ。 内

面 口緑 部横 ナデ、胴 部へ ラ削 り。

5 良好
内外 南淡灰 褐

色

外面 スス付着 、

口縁 に黒 斑あ

り

47 6 23

58 SIO4 嚢 ＊17．6

．＊17．2

＊2 1．9

＊5 ．4

＊4 ．2

外 面 口緑 部 に擬 凹線 、頚 部下方 に刺突 文、胴 部上 半

横 、縦 パケ 。内面 口緑部横 ナ デ、頚 部以 下へ ラ削 り。
4 良好

内外 面淡黄 褐

色
外 面ス ス付着 49 619

59

60

SIO4

SIO4

嚢

嚢

＊17．2

＊18．8

外 面 口緑 部 に擬 四線 、頚 部下方 に刺突 文、胴 部下 半

縦 パケ 、底部 ナデ。 内面 口緑部横 ナ デ、頚 部以下 へ

ラ削 り。

4

4．5

良好

良好

内外 面淡 黄褐

争
外 面ス ス付着 46 、

44

620

外 面 口緑 部 に擬 四線 、頚 部下方 に板状 工具 に よる刺

突 文。胴 部下 半縦パ ケ。 内面 口緑 部横 ナデ 、頚部 を

へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。

外面 淡灰褐 色

内面 黄褐色

外 面 口緑 「頚

部 にス ス付着

6 24，62 6，627

6 28

6 1 SIO4 嚢 底部 ＊8 ．2
外 面胴 部縦パ ケ、底 部付近 縦へ ラ磨 き、底 部ナデ 。

内面へ ラ削 り。
良好
外面淡橙 褐色、

内面 暗褐色 79 6 69

挿表21土器観察表（2）
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土器観察表

（＊…復元催）

遺 物
番 号

出 土
地 点

券　 種
口径
（cm ）

器 高
（cm ）
底部 径
（cm ） 手　 法　 上　 の　 特　 徴

凹 線 の 本
数 ／ 1 cm 焼 成 色　　 調 備　 考 実 測

N o．

取 り上 げ
N o．

62 S IO 4 器 台 受 部 ＊2 1．0 外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、内 面 調 整 不 明 。 3 良 好
内 外 面 淡 橙 褐

色
風 化 著 しい 86 5 5 1

6 3 S IO 4 器 台 筒 部
外 面 縦 パ ケ 。 内 面 受 け部 ～ 筒 部 上 半 縦 パ ケ 、 下 半 以

下 へ ラ 削 り。
良 好

内 外 面 淡 黄 褐

色
50 6 2 9

6 4 S IO 4 嚢 ＊17 †7
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 胴 部 縦 パ ケ 。 内 面 口 緑 部 横 ナ

デ 、 頚 部 へ ラ 磨 き 、 胴 部 へ ラ 削 り
3．5 良 好 内 外 面 黄 褐 色 外 面 ス ス 付 着 3 6 5 8 3，59 0，5 9 1

6 5 S IO 4 嚢 ＊17

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 に ヘ ラ磨 きの ち 強 い横 ナ

デ 。 内 面 口 縁 部 横 ナ デ 、 頚 部 へ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削

り。

2．5 良 好

外 面 淡 灰 褐 色

～ 淡 黄 褐 色 、
内 面 淡 黄 褐 色

6 3 4 2 8

6 6 S IO 4 嚢 18
外 面 口 縁 部 に 擬 凹 線 。 胴 部 縦 横 斜 め パ ケ 。 内 面 口 緑

部 横 ナ デ 、 頚 部 を 横 パ ケ 、 胴 部 へ ラ 削 り。
3 良 好

外 面 灰 褐 色 、

内 面 黄 褐 色
3 9 6 1 2

6 7 S IO 4 嚢 ＊22 ．5

外 面 口 緑 部 に 擬 四 線 、 頚 部 縦 へ ラ磨 きの ち 横 ナ デ 、

頚 部 下 方 に ヘ ラ状 工 具 に よ る 刺 突 文 。 内 面 口 緑 部 横

ナ デ 、 頚 部 以 下 へ ラ削 り

4 良 好
内 外 面 淡 黄 褐

色
外 面 ス ス 付 着 3 4

5 8 2，58 6，5 8 8

5 9 5 ，60 4

6 8 S IO 4 嚢 ＊20 ．5
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 口 緑 部 ～ 頚

部 へ ラ 磨 き 。
5 良 好

内 外 面 淡 黄 褐

色
6 4 4 6 8

6 9 S IO 4 嚢 ＊17 ．2
外 面 口 縁 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 口 緑 部 横 ナ

デ 、 頚 部 を へ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削 り。
4 良 好

内 外 面 淡 灰 褐

色 ～ 淡 黄 褐 色
外 面 ス ス 付 着 6 2 4 3 0，45 1

7 0 S IO 4 嚢 ＊16 ．8 ＊27．5 ＊5．0

外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 下 方 に貝 殻 刺 突 文 、 胴 部

上 半 横 パ ケ 、 下 半 縦 パ ケ 。 内 面 口 緑 部 を横 ナ デ 、 頚

部 を ヘ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削 り。

4 良 好
内 外 面 淡 黄 褐

色 ～ 淡 橙 色
4 1

5 9 3，59 6，5 9 7

5 9 8，59 9，6 0 1

6 0 5，60 6，6 0 7

6 0 8，60 9，6 1 0

6 1 3，61 4，6 1 7

7 1 S IO 4 嚢 ＊13 ．8
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 下 方 にパ ケ 状 工 具 に よ る

刺 突 文 。 内 面 調 整 不 明 。
3 良 好

内 外 面 淡 橙 褐

色

外 面 ス ス 付 着 7 7 6 0 0

7 2 S I O 4 嚢 ＊14 ．0
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 の ち 端 部 横 ナ デ こ　頚 部 横 ナ デ 。

内 面 口 緑 部 横 ナ デ 。
4 良 好

外 面 淡 灰 褐 色 、

内 面 淡 橙 褐 色
外 面 ス ス 付 着 8 3 5 8 1

7 3 S I O 4 嚢 底 部 ＊6．2 外 面 底 部 付 近 横 ナ デ 、 底 部 ナ デ 。 内 面 へ ラ 削 り。 良 好
外 面 淡 黄 褐 色 、

内 面 淡 灰 褐 色
7 8 6 5 6

7 4 S I O 4 賓 底 部 ＊6．5 胴 部 縦 パ ケ 、 底 面 ナ デ 。 内 面 へ ラ 削 り。 良 好
内 外 面 淡 灰 褐

色
65 4 5 0

7 5 S I O 4 嚢 底 部 5．6 外 面 底 部 付 近 へ ラ 磨 き 、 胴 部 縦 パ ケ 。 内 面 へ ラ 削 り。 良 好
外 面 淡 灰 褐 色 、

内 面 淡 橙 褐 色
外 面 ス ス 付 着 66 4 4 9 ，45 3

7 6 S I O 4 鉢 17 8．8 7．5
外 面 下 半 縦 方 向 、 上 半 横 方 向 の ヘ ラ 磨 き 後 横 ナ デ 。

内 面 へ ラ削 り後 ナ デ 。
良 好

内 外 面 淡 黄 褐

色
黒 斑 あ り。 4 0 6 1 5

7 7 S I O 4 台 付 鉢 20 9．8 1 0

外 面 口 緑 部 横 ナ デ 、胴 部 上 半 横 パ ケ あ る い は横 ナ デ 、

下 半 へ ラ磨 き、 台 部 横 ナ デ 。 内 面 口 緑 部 横 ナ デ 、 胴

部 ナ デ 、 脚 部 横 ナ デ 。 底 部 、 口 緑 下 方 に圧 痕 。

良 好 内 外 面 淡 橙 色 37 5 9 4

7 8 S I O 4 台 付 鉢 ＊2 1．5

外 面 口 緑 部 横 ナ デ 、 口緑 下 方 に 擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 、

体 部 ～ 脚 部 輝 へ ラ 磨 き 。 内 面 口 緑 部 へ ラ磨 き の ち 端

部 横 ナ デ 、 休 部 へ ラ削 りの ち 横 ナ デ 、 底 面 ナ デ 、 脚

部 へ ラ 削 り。

4 良 好
内 外 面 淡 黄 褐

色 35 5 8 7

7 9 S I O 4 台 付 鉢 ＊20 ．6 外 面 口 緑 部 横 ナ デ 、 口 緑 部 下 擬 凹線 。 内 面 調 整 不 明 。 4 良 好
内 外 面 淡 黄 褐

色

風 化 著 し い
61 4 2 6

8 0 亭IO 4 器 台 受 部 24 ．7
外 面 口 緑 部 擬 凹線 、 受 部 縦 方 向 幅 1 cm の パ ケ メ 状 直

線 文 。 内 面 パ ケ あ る い は ナ デ 。
4 良 好

外 面 淡 黄 褐 色 、

内 面 淡 黄 灰 褐

色

外 面 全 体 に 丹

塗 り、 口 縁 部

に 黒 斑 あ り

33 5 7 9

8 1 S I O 4 器 台 受 部 ＊20 ．0 外 面 口 縁 部 に 擬 凹 線 、内 面 調 整 不 明 。 3 良 好
内 外 面 淡 橙 褐

色
風 化 著 し い 87 5 8 0

8 2 S I O 4 器 台 脚 部 ＊30
外 面 脚 端 部 に 8 条 の 凹 線 あ る い は 擬 凹 線 の ち 横 ナ デ 。

内 面 右 方 向 の へ ラ 削 り。
2 良 好 内 外 面 淡 褐 色 60 4 2 4

8 3 S I O 4 ・こヒ雲宣 ＊19．5
外 面 口 縁 部 に 擬 四 線 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 口 縁 部 横 ナ

デ 、 頚 部 へ ラ磨 き。
3 良 好

内 外 面 淡 黄 褐

色

口 緑 端 部 内 面

に．一 部 丹 塗 り

が 残 る

53 6 8 3

8 4 S I O 4 ＝ヒ笠 ＊14 ．1

外 面 口 緑 部 調 整 不 明 、 頚 部 に 3 段 の 擬 凹 線 。 内 面 口

緑 部 ～ 頚 部 上 半 へ ラ磨 き、 口 緑 端 部 横 ナ デ 、 頸 部 下

半 へ ラ削 り。

5 良 好

外 面 淡 黄 褐 色 、・

内 面 淡 黄 褐 色

～ 暗 灰 色

風 化 著 し い 25 5 7 0

8 5 S I O 4 嚢 ＊15．9
外 面 口 綾 部 に 2 ～ 3 条 の 凹 線 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 口

嘩 部 横 ナ デ 。
2 良 好

内 外 面 淡 橙 褐

色
82 6 5 1

8 6 S I O 4 嚢 ＊15．9 外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 横 ナ デ 。 内 面 調 整 不 明 。 3 良 好

外 面 淡 橙 色 ～

黄 褐 色 、 内 面

黄 褐 色

外 面 丹 塗 り‘ 81 6 4 1

8 7 S I O 4 嚢 15．6 ＊14．3 ＊5ユ
外 面 口 緑 部 に 擬 凹 線 、 頚 部 下 方 に 貝 殻 刺 突 文 。 内 面

口緑 か ら 頚 部 を へ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削 り。
4 ．5 良 好

外 面 灰 褐 色 、

内 面 淡 黄 褐 色
外 面 ス ス 付 着 29 5 7 3

8 8 S I O 4 嚢 ＊16．4

外 面 口 緑 部 に擬 凹 線 、 頚 部 下 方 に パ ケ 状 工 具 に よ る

刺 突 文 。 内 面 口 緑 ～ 頚 部 を ヘ ラ磨 き、 口 縁 端 部 を横

ナ デ 。 胴 部 へ ラ 削 り。

3．5 良 好

外 面 淡 黄 灰 褐

色 、 内 面 淡 黄

褐 色

外 面 ス ス 付 着 28 5 7 2

8 9 S I O 4 嚢 2 4 ＊29 ．3 6．2
外 面 口 緑 部 に擬 凹 線 、 頚 部 縦 へ ラ 磨 き の ち 横 ナ デ 、

胴 部 パ ケ メ 。 内 面 口緑 部 横 ナ デ 、 胴 部 へ ラ削 り。
4 良 好

外 面 淡 黄 褐 色

～ 淡 灰 褐 色 、
内 面 黄 褐 色

外 面 ス ス 付 着 31 5 7 6

9 0 S I O 4 嚢 ＊16．1 ＊16 4 ．5
外 面 口 緑 部 に擬 凹 線 、 頚 部 下 方 に 貝 殻 刺 突 文 。 内 面

口縁 ～ 頚 部 を ヘ ラ磨 き、 胴 部 へ ラ 削 り。
6 良 好 内 外 面 黄 褐 色

外 面 ス ス 付 着 、

内 面 口 緑 部 に

丹 塗 り

26 5 7 1

挿表22　土器観察表（3）
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第3章　調査の成果

（＊…復元催）

遺物
番号
出土
地 点

器　 種
口径
（cm ）
器 高
（cm ）
底部径
（cm） 手　 法　 上　 の　 特　 徴

凹線 の本
数／ 1 cm

焼 成 色　　 調 備　 考
実測

N o．

取 り上 げ

N o、

9 1 SIO4 嚢 ＊13．8
外 面口緑 部 に擬 凹線 のち端 部横 ナデ、 頚部 に強い横

ナデ、屈 曲部 へ ラ切 り痕 あ り。内面 口緑部 へ ラ磨 き。
4 良好

内外 面淡 黄褐

色 ～淡灰褐 色
84 648，64 9

92 SIO4 鉢 16．5 8 ．3 6．3

外 面口緑 部 に擬 凹線 、頚部 ～体 部へ ラ磨 きのち頚 部

横 ナデ。 内面 口緑部 へ ラ磨 きの ち端部 横ナ デ、体 部

へ ラ削 り後 ナデ。

4．5
やや

不良

内外 面淡 黄灰

褐色
黒 斑あ り 32 577

93 SIO4 器台 受部 ＊19．3 外 面口緑 部 に擬 凹線 、内面 調整不 明。 3 良好
内外 面淡 橙褐

色
風 化著 しい 8 5 646

94 SIO4 高 j不 ＊20．5 ＊13．3 ＊13 ．2 外 面脚端 部 に擬 凹蹄 。 4 不良
内外 面灰 褐色

～ 淡橙色
風 化著 しい 3 0 574

9 5 SIO4 嚢 ＊21．5 ＊16．7 ＊3 ．2
外 面 口緑 部 に擬 凹線 。内 面口緑 部横 ナデ、胴 部へ ラ

削 り。
5
やや

不 良
内外南淡 褐色 2 3 566，569

9 6 SIO4 嚢 ＊18．9

外 面 口緑 部 に擬 凹線 の ち横 ナ デ、頚 部か ら口緑 柱へ

ラ磨 きの ち横 ナ デ、頚部 下方 にパ ケ状 工具 あ るい樟

貝殻 の刺突文 。 内面口緑 部横 ナデ、 胴部へ ラ削 り。

2 良好
内外南 淡黄褐

色
外面 スス付着 76 565

9 7 SIO4 嚢 ＊22．0 ＊30．5 6．6

外 面 口緑 部 に擬 凹線、頚 部下 方 に貝 殻刺突 文、胴 部

上半横 不明 瞭下半 縦パ ケ。内 面口緑 部横 ナデ、 頚部

へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り

5 良好
内外面 淡黄灰

褐 色
外面 スス付 着 54

68 1，682，6 85

687 ，688，6 89

690 ，691

98 SIO4 嚢底畢 ＊5ユ 外面底 部付 近へ ラ磨 き。 内面 へ ラ削 り。 良好
外 面淡 橙色、

内面淡 灰砲色
67 499

99 S IO4 嚢底部 ＊6．2 底部付 近横 ナデ。 底面 ナデ。・内面 へラ削 り。 良好
外 面 暗褐色、

内面淡 黄褐色
外面 スス付 着 72 5 19

100 S IO4 嚢底部 ＊6．2 ′内外面 調整 不明 。 良好

外 面淡 灰褐色

～淡橙 色、 内
面淡黄 灰色

70 5 12

10 1 S IO4 嚢底 部 ＊6．0 外面調 整不 明、 内面へ ラ削 り。 良好

外面灰 褐色 ～

淡黄褐 色、 内

面淡 黄褐色

69 5 13

10 2 S IO4 麗底 部 ＊6．3
底部付 近縦 の指 ナデ整 形の ち横 ナデ。底 面ナ デ。 内

面へ ラ削 り。
良好
内外 面淡橙 褐

色
74 52 5

10 3 S IO4 嚢底 部 ＊9．2 内外 面調整 不 明。
良好 内外 面淡橙 褐

色
73 5 20

104 S IO4 器台脚 部 ＊15．7
外面 脚端 部擬 凹線の ち横 ナデ。 内面へ ラ削 り、端 部

横 ナデ。
3 良好

外面 淡橙色 ～

淡黄 褐色、 内

面淡 黄褐色

68 5 04

105 S IO 4 高杯脚 部 ＊11．2 外面 脚端 部擬 凹線か 。 5 良
外面 淡黄色 、

内面 淡灰褐 色

外 面受部 と脚

部 の境 に丹塗

り

24 5 68

106 s io 5 嚢 ＊19 ．9

外面 口緑 部 に板 小 口状 工具 に よる擬 四線、頚 部 に指

頭庄 痕貼 付突帯 文の ち横 ナデ。‘内面 白線 部 ～頚部横

ナ デ。

　 3 ． 良好
内外 面淡黄 褐

色
22 107，2 34

107 SIO5 襲 ＊17．0

外 面口緑 部 に 3 桑 の四線、 頚部 下方 に左 下 か ら右 上

へ の強 いへ ラ磨 きに よる庄 痕、▼胴部縦 パケ 。内面 口
緑 部～頚 部横 ナデ、 胴部 へ ラ削 り。

2 ． 良好
内外 面淡 黄褐

色
外 面ネ ス付着 55 279

108 SIO5 嚢 ＊12．4

外 面 口緑 部 に擬 四線 の ち横 ナ デ、頚部 下方 に棒状 工

具 に よる刺突 文。 内面 口緑 か ら頚部 を横 ナデ、胴 部

へ ラ削 り。

3 良好
内外 面淡 橙褐

色
外 面ス ス付着 2 1 135

109 SIO5 嚢　 － ＊14．0

外 面 口緑 部 に櫛状工 具 によ る擬 凹線、 頚部 下方 にへ

ラ状工 具 による刺突 文。 内面 口緑郡横 ナ デ、頚部 以

下 へ ラ削 り。

3 良好
外 面淡橙 褐色 、

内面淡黄 褐色
外 面 スス付着 5 9 282

110 SIO5 嚢 ＊1畠．7
外 面 口緑 部 に 3 条 の沈線 、頚 部横ナ デ。 内面 口緑 ぶ

横 ナ デ、胴 部へ ラ削 り。
2．5 良好

内外面淡 黄灰

色
2 0 ．12 1，123

11 1 SIO5 台付鉢 17．2 13．4 9．1
外 面 口緑 部横 ナ デ、胴部 パ ケメ、台 部上方 向 の磨 き

後横 ナデ。 内面 口緑 部横 ナ デ、胴部 へ ラ削 り。
良好

内外面 淡黄褐

色 、台 部淡赤

橙 色

外 面 スス付着 5 6 28 1，283，2 84

112 S IO5 嚢底部 ＊9．2 外 面 ナデ。 内面調 整不 明。 ．良好
外 面暗灰 色、

内面黄褐 色
19 109

1 13 S IO5 賓底部 ＊8．5 外 面縦 へ ラ磨 き。 内面 へ ラ削 り、底 面ナ デ。
良好
外 面暗灰 色～

淡黄灰褐 色、

内面淡橙 色

外面黒 斑 あ り 1 13 242

1 14 S IO7 1嚢 ＊20．6
外面 口緑部 に擬 凹線、頚部 下方 にパ ケ状 工具 刺突 文。

内面 口緑部横 ナ デ、胴 部へ ラ削 り。
4 良好

外 面淡 黄灰褐

色 、 内面淡橙

褐色

144

129
937 ，944，9 60

115 S IO7 嚢 ＊15．5

＊17 ．8

＊6

外面調 整不 明、 内面頸 部下へ ラ削 り。

’1．5

良好
内外面 淡黄褐

色 ‘
風化 著 しい

内面 黒斑 あ り

14 7 964

116 S IO7 壷頚 部 外面 縦ハ ケ。内面 肩部 にヘ ラ削 り。 良好
内外面 暗灰褐

色
15 6 97 8，979

117 S IO7 嚢底 部 外面斜 め方 向パ ケメ、 底部 ナデ。 内面へ ラ削 り。 良好 内外面 灰褐色 14 5 93 7

118 S IO7 嚢底 部 ＊5．7 ・外面 縦方 向パ ケメ、底 部ナ デ。 内面へ ラ削 り。 良好
内外面 淡黄褐

色
14 3 93 1

119 S IO 7 嚢底 部 ＊6．2 外面 縦方 向パ ケメ、底 部 ナデ。 内面へ ラ削 り。 良好
内外南 淡灰褐

色
14 8 97 6

120 S IO 7 器台 受部
脚端 部 に 1 条な い し 2 条 の凹線 も しくは強い横 ナデ、

内面 横 ナデ。
良好
外面淡黄褐 色、

内面 暗灰褐 色
14 6 8 62，929

挿表23　土器観察表（4）
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土器観察表

（＊…復元値）

遺物
番号
出土
地 点

器　 種
口径
（cm ）
器高
（cm ）
底部径
（cm ） 手　 法　 上　 の　 特　 徴

凹線の本

数／ ・1 cm
焼成 色　　 調 備　 考

実 測

N o．

取 り上 げ

N o．

121 S IO 7 器台受 部 ＊14 外面 口緑部 に擬 凹線、内面 へ ラ磨 きの ち端部横 ナ デ。 3 良好

外 面淡橙 色～

淡 黄色 、外面

暗灰色

142 930

122 S IO 8 嚢 ＊15 ．6
外面 口緑部擬 凹線 、頚 部横 ナデ、頚 部下 方に棒状 工

具 に よる刺 突文 。内面 口緑 部横 ナデ、胴 部へ ラ削 り。
3 良好

外 面淡橙 色、

内面淡 黄褐色
外面 スス付着 135 873

123 S IO 8 嚢 ＊15 ．6
外面 口緑部 に擬 凹線、 頚部横 ナデ 。内面 口緑部横 ナ

デ、 頚部 へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。
4 良好

外 面淡黄褐 色、

内面淡 灰褐色
134 883

124 S IO 8 嚢 ＊27 ．4
外面 口縁部 に擬 凹線、 頚部横 ナ デ。内面 口緑部横 ナ

デ、 頚部 へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。
3 良牢

内外面 淡橙色

～淡黄 褐色
132 892

125 S IO 8 嚢 ＊16 ．2
外面 口緑 部に擬 凹線、 頚部横 ナ デ。内面 口緑部 横 ナ

デ、 胴部 へ ラ削 り。
3．5 良 好 内外面 橙色 外面 スス付 着 130 89 1

126 SIO 8 嚢 ＊17 ．2 外面 口緑 部に擬 凹線、 頚部横 ナ デ。内面 調整不 明。 3 良 好
内外面 淡黄褐

色
風化著 しい 13 1 894

127 SIO8 嚢底 部 ＊9 ．1
外面 胴部下 方 タタキ のちナ デ、底 部付近 縦パ ケ。 内

良 好
外面淡 橙色 、 外面底 部 に黒

136 895
面へ ラ削 り。 内面淡 灰褐色 斑 あ り。

128 SIO8 鉢 ＊10 ．5 内外 面 口緑 端部横 ナ デ。 良 好
外 面淡 褐色 、

内面灰 褐色
133 886

129 SIO9 嚢 ＊17．1 口緑 端部 に擬 凹線、頚 部横 ナデ。 内面調 整不 明。 3 良 好
内外面 淡黄褐

色
風化著 しい 149 906

130 SIO9 嚢 ＊13．6 口緑 端部 に擬 凹線の ち横 ナ デ。 内面口緑 部横 ナデ。 3 良 好
内外南 淡黄褐

色
15 1 9 17

131 SIO9 嚢 ＊13．8
口緑 端部 に擬 凹線、頚部横 ナデ。内面 日録 部横 ナデ、

頚部 へ ラ磨 き。
4 良 好 内外面 灰褐色 150 9 12

132
SB O3

－P 6

嚢底 部 ＊5．5
外面 閲部 下半縦 パケ、底部付 近 へ ラ磨 き、底 面 ナデ。

内面 へ ラ削 り、 底面 ナデ。
良好
外面灰 褐色 、

内面 暗黄褐色
外面 スス付 着 122 78 1

133

SB P3

－P 6
嚢 底部 r ＊6．1 外面 胴部 下半縦 パケ 、内面 へ ラ削 り。 良好

外面 淡灰褐色

～淡橙 色、 内
面暗灰 褐色

12 3 78 1

134 SK O2 恵璽 ＊16．4

外 面口緑 部 5 条の凹線 、頚部縦 へ ラ磨 きのち横 ナデ、

胴 部縦パ ケ。 内面 口緑 部横 ナデ 、頚部 へ ラ磨 き、胴

部 へ ラ削 り。

2 良好

内外 面明黄 褐

色 117 74 8，749 ・

135 SK O2 嚢 、 ＊16．2
外 面口緑 部擬 凹線、 頚部縦 へ ラ磨 きの ち横 ナデ、 内

面 口緑部 横 ナデ、頚 部へ ラ磨 き、胴部 へ ラ削 り。
5 良好

外面 灰褐色 、

内面 灰褐色 ～

黄褐 色

外 面スス付 着 116 22 4，750

136 SK l l 嚢 ＊16．4

外 面 口緑 部擬 凹線の ち横 ナデ、頚 部へ ラ磨 きの ち横

ナデ、頚 部下 方に工 具あ るい は貝 殻 に よる刺 突文 。

内面 口緑 部横 ナデ、 頚部 へ ラ磨 き、胴 部へ ラ削 り。

3．5 137 90 0

137 SK 12 嚢 ＊17．1
外 面日録 部擬 凹線、頚部横 ナ デ、内面 口緑 部横 ナデ、

頚 部へ ラ磨 き、胴部 へ ラ削 り。
3 良好

外面淡 黄灰色、

内面 淡黄褐 色
118 84 6

138 SK 15 嚢 底部 ＊9 ．7 外 面調整 不明 、内面 へ ラ削 り。 良好
内外 面淡灰 褐

色
138 98 2

139 P 44 6 嚢． ＊14

外 面 口緑 部擬 四線、頚部横 ナ デ、内面 口緑 部横 ナデ、

頚 部へ ラ磨 き、胴部 へ ラ削 り。 頚部 に焼成前 穿孔対

面 2 個所 。

3 良好
内外 面赤褐 色

～淡 橙色
内外 面丹 塗 り 124 7 79

140 P 4 54 嚢 ＊17．4
外 面 口緑 部 に擬 四線 、頚 部縦へ ラ磨 きの ち横 ナ デ。

内面 口縁 部～ 頚部横 ナデ 、胴部 へ ラ削 り。
5 良好

内外 面淡 黄褐

色
121 7 73

14 1 P 6 28 ．嚢 ＊14．3
外 面 口緑 部擬 凹線 のち横 ナデ、 頚部横 ナデ 、内面 口

緑 部横 ナデ、 胴部へ ラ削 り。
3 良好 内外 面淡 黄色 外 面ス ス付着 120 8 39

142 P lO97 聾 ＊12．4

外 面 口緑 部 に擬凹線 の ち横 ナ デ、頚部 下方 に左下 か

ら右上へ の強 いへ ラ磨 きに よる庄痕、 の ち横 ナ デ、
4．5 良好

内外 面淡橙 褐 内面丹塗 り、
140 9 79

胴 部縦 パケ。 内面 口緑部横 ナ デ、頚部 へ ラ磨 き、 胴

部ベ ラ削 り。

色 ～淡黄褐 色 外 面ス ス付着

143 P l186 嚢 ＊17．8

外 面 口緑 部擬 凹線 のち横 ナデ、 頚部 へ ラ磨 きの ち横

ナデ、 頚部下 方 に貝 殻 に よる刺 突文。 内面 口緑部 ～

頚 部へ ラ磨 きの ち口緑部横 ナ デ、胴部 へ ラ削 り。

3 良好
内外面淡 橙褐

色

外 面 口緑 部 に

スス付着
139 9 96

144 JlO 嚢 ＊13．8
外 面 口緑 部 に擬四線 の ち横 ナ デ、頚 部横 ナデ。 内面

口緑部横 ナ デ、頚 部へ ラ磨 き、 胴部 へ ラ削 り。
2 良好

外 面淡灰褐色 、

内面淡橙 色

141 985

14 5 0 11 嚢 ＊15．2
外 面 口緑 部 に擬凹線 。 内面 口緑 部横 ナデ、 頚部 へ ラ

磨 き。
4．5 良好

内外面淡 黄褐

色
外 面丹 塗 り 153 998

14 6 P 12 高杯受 部 ＊24．2
外 面 口緑部 に擬 凹線 の ち横 ナ デ、体 部横 ナデ。 内面

横 ナ デ。
3 良好

内外面 明黄褐

色
152 820

14 7 D 2 嚢 ＊15．3
外 面 口緑部擬 凹線 のち ナデ、頚 部横 ナチ。 内面 口縁

部～頚 部へ ラ磨 きの ち端 部横 ナデ、頸 部下へ ラ削 り。
4 良好

内外面赤 褐色

～淡橙色
内外面 丹塗 り 127 849

14 8 F 6 嚢 ＊17．2
外 面 口緑部擬 凹線 、頚 部縦へ ラ磨 き。内面 口緑 部～

頚部 へ ラ磨 きの ち横 ナ デ、頸 部下へ ラ削 り。
3 良好

外 面淡 黄灰褐

色 　ヾ内面黄褐

色

口緑部 外面風

化著 しい 128 85 1

14 9 E 5 器台受 部 ＊22．0
外面 へ ラ磨 き、 口緑端 部横 ナデ。 内面へ ラ磨 き、端

良好
内外面 淡黄灰 外面屈 曲部剥

126 845
部横 ナデ。 色 落

150 D 6 襲底 部 ＊2．7 外面調 整不 明。 内面へ ラ削 り、 良好
外面褐 色、 内

面淡黄 褐色
風化著 しい 125 828

15－1 G 5 嚢底 部 9．5
外面 縦パ ケ、底部 付近横 ナ デ、底面 ナ デ。内面 へ ラ

削 り。
良 好
内外面 淡黄褐

色
1 19 824

挿表24　土器観察表（5）
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第3章　調査の成果

遺物番号 出土地点 器　 種 石　 材 長 さ（mm） 幅 （mm） 厚 さ（mm） 重 さ（g ） 形態上の特徴

S l S IOl 台石 玄武岩 230 200 47 3060 表面に使用痕 は認められない。

S 2 S IO l 打製石鉄 黒曜石 15 12 2．5 0．4 凹基無茎

S 3 SIO2 台石 玄武岩 287 269 75 6900 表面に使用痕は認め られない。

S 4 SIO2 砥石 玄武岩 121 82 40 620 使用面 は 2 両か。板状。

S 5 SIO4＿ 砥石 租粒窯雲母花 崗岩 218 143 100 5750 使用面 は 1 両。直方体状。

S 6 SIO4 砥石 玄武岩 200 119 6 1 2520 使用面は 1面。

S 7 S IO4 砥石 玄武岩 136 96 36 640 使用面は 2 両か。板状。

S 8 S IO4 磨石 閃緑扮岩 135 84 61 1050 使用面は 2 両。砲弾状。

S 9 S IO5 砥石 閃線扮岩 166 90 92 2350 使用面 は 3 両。直方体状。

S lO SIO9 砥石 玄武岩 163 93 42 1190 使用面 は 1 両か。板状。

Sll SIO9 砥石 玄武岩 196 113 92 2800 使用面は1面で浅 く窪む。反対面は被熱。

S 12 SIO9 砥石 玄武岩 184 116 49 1800 使用面は 1面。

S 13 L 13 敵石 閃緑扮岩 83 60 60 350 半分を失 う。敲打面は 1 ヶ所。砲弾状。

挿表25　石器・石製晶観察表

遺物番号 出土地点 種　 類
長 さ
（mm）

幅
（mm）

厚 さ

（mm ）

重 さ

（g ）
形態上 の特徴 備　　　　 考

F l S IO3 棒状鉄製品 59 8 7 8．．4 断面円形 で中空。 表面 に繊維痕、木質が残 る。

F 2 SIO8 －P l 銑鉄 45 う2 5 11．8 三角形凹基式。 錆下 に穿孔 の可能性。

F 3 3 区 棒状鉄製 品 50 6 ～10 5 7．0 断面方形。 農道側溝 中

F 4 M lO 棒状鉄片 21 5 4 0．7 断面 円形で中空。 農道表土 中

F 5 1 区 棒状鉄片 22 5 3 1．2 断面 円形で中空。 耕土中

F 6 1 区 銅銭 24 24r 0．7 3．0 元符通賓 農道表土中

F 7 G 6 銅銭 23 23 0」7 1．5 寛永通賓 農道表土中

挿表26　金属製品観察表
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第4章　まとめ
1．土器について

今回の調査で出土した土器は越敷山編年Ⅳ期を中心としたもので、壷、嚢、器台の口緑部が大きく拡張され、

外面に擬四線文を施すのが特徴である。古段階・新段階の区分は目線部の拡張の度合いと、外傾あるいは外反の

度合い、擬四線文の疎密によるもので、青木編年のⅢ期古・新にそれぞれ相当する。越敷山遺跡群全体では多量

の土器が出土しているが、セット関係を捉える一括資料に恵まれているとは言い難い。SI04から出土した土器群

は一括性が高くⅣ期新段階の土器セット関係を補強する資料として捉えることができよう。また、越敷山ではⅣ

期古段階の資料が少ないせいもあり、Ⅳ期新段階との差は区別し難いものがあったが、今回SIO2、SI05といった

良好な標識を得ることができた。

嚢の形態に着目すると、Ⅳ期古段階の土器は、拡張した口緑端部が直立または外傾するもので、外面に1cmあ

たり約3条の擬凹線あるいは凹線を施すものである。それに対して新段階の土器は口縁部の拡張は古段階に比べ

てそれほど顕著ではないが、端部が外反するものが多い。また単位あたりの擬凹線の本数は1cmあたり約4条と

なる。ただし中には嚢49、67、87のように古いプロポーションを採りながら細い擬凹線文を持つものや、嚢66の

ように口縁部が外反しながらも擬四線は太いままのものがある。肩部の刺突文はヘラ、パケ（板小口）状工具に

加えて二枚貝腹縁が新たに用いられる。V期古段階は口緑部がさらに拡張・外反し、外面の平行線文が波状文に

なるものやナデ消されるものが現れる段階とされている。荻名第3遺跡では口縁部に波状文を施した土器は出土

していないが、土器の形態ではSIOl出土の壷10やSIO4出土の嚢88、91にⅤ期の特徴を兄いだすことができる。

SI02から有孔鉢30が出土しているが、山陰地方では鳥取市西大路土井遺跡SI04での出土例がある。後期中葉か

ら後葉にかけての在地の土器とともに外面に叩き目を残す畿内系の土器や北陸系の土器が出土しており、この有

孔鉢も外来系のものと見られる。しかし有孔鉢30は焼成前に底部を穿孔している点の他は、形状において畿内、

北陸地方のものとは全く異なる。在地土器と同じ土を使用しており、交流のあった外地の土器を模倣して作った

土器といえよう。SI08の埋土中から出土した127は外面に叩き目を残しており、畿内系の技法を用いた土器と見

られる。会見町では天萬土井前遺跡の土器潜から弥生時代終末～古墳時代初頭の土器とともに畿内系の土器が出

土している。西伯地方で出土するのは庄内式併行期以降とされており、今回の資料は最古の出土例となろう。

2．竪穴住居跡について

荻名第3遺跡の竪穴住居跡の主柱間隔は平均して2．5mであり、平面形、規模、柱の数にかかわらずほぼ一定

である（挿表27）。都出比呂志は著書の中で、主柱間隔は桁材の長さを反映するものであり、桁材の長さには限

度があるために、平面規模を大きくするには、それだけ桁材の数ひいては主柱の数を増加させる必要があったと

している。住居の建て替えを行う時に、建材の再利用をしていたことは十分に想像される。新しい建材を補充す

る場合、もとからの建材の寸法に合わせる必要があったのではないだろうか。そうすることによって自然と建材

の寸法に規格が生まれ、SIO2－bのような正人角形の主柱配列をもつ住居が生まれたと考える。しかしSIO2－a

やSIO7－Cのように、間隔から判断して主柱があるべき場所が、浅い窪みにすぎない例もある。設計上では等間

隔を意識しながらも実際には、建材の寸法と床面の広さなどにに制限されたのであろう。

荻名第3遺跡では唯一長方形の床面をもつSI05であるが、越敷山遺跡群では3b区SIO9、3C区SIO4、12a区

SIO2、15C区SIO3、19b区SI26の5棟が存在する。その中でも3b区SI09は西壁際に長円形のピットを持ち、床

面に焼土層がみられるなど、荻名第3遺跡SI05との共通性が認められる。

他地域に類例を探すと、兵庫県三田市の有鼻遺跡は丘陵の尾根上に立地する、弥生時代中期後葉の集落遺跡で

あるが、そこで検出された竪穴住居37は四隅に柱穴を配し、床面中央が赤化するほど焼けているという、荻名第

3遺跡SI05との共通点が認められる（挿図47）。周辺の丘陵上に立地する遺跡でも焼土面をもつ長方形の住居跡

が見つかっているが、遺跡内での立地はいずれも尾根上で、ほかの住居から離れた位置にあり、集落内において
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第4章　まとめ

1．三田市奈カリ与遺跡山頂区1号住居

2．三田市有鼻遺跡竪穴住居37

3．津山市男l厨俗遺跡S脚長方形竪穴住居状遺構

4．津山市沼E遺跡7号長方形竪穴住居状遺構

5．会見町越敷山遺跡群3b区SIO9

締尺はすべて1：80

挿図47　S105に類似する方形竪穴住居跡
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遺 構 名 平 面形 面 積 （扉） 長 径 （m ） 短 径 （m ） 壁 高 （m ） 主柱 数 柱 間平 均 （m ）

SIO 1－a 円形 32．3 6．8 6．5 0．4 6 2．7

S IO 1－b 円形 32．3 6．8 6．5 0．4 7 2．7

S IO 2－a 円形 33．9 7．2 6．8 0．25 7 2．2

S IO 2－b 円形 4 1．0 7．6 7．3 8 2．5

S IO 3－a 楕 円 形 25．6 6．2 5．6 6 2て5

S IO 3－b 楕 円 形 28．5 6．6 ・ 6．1 6 2．6

S IO 3－C 楕 円形 39．3 8．0 7．0 0．5 8 2．5

S IO 4 円形 20．1 5．4 5．4 0．4 5 2．5

S IO 5 隅丸 方 形 10．6 3．2 2．7 0．3 4 2．5

S IO 6 楕 円形 30．7 7．1 6．4 0．4 6 2．6

S IO 7－a 円形 26．0 6．0 6．0 4 2．2

S IO 7－b 円形 42．0 7．7 7．7 7 2．6

S IO 7－C 円形 42．0 7．7 7．7 0．5 8 2．5

S IO 8 楕 円形 33．6 7．3 6．5 0．4 8 2．4

S IO 9－a 円形 30．2 6．2 6．2 4 2．7

S IO 9－b 円形 26．3 5．9 5．9 5 2．8

S IO 9－C 円形 36．5 7．2 7．2 0．25 6 2．7

S IO 9－d 円形 36．5 7．2 7．2 0．25 7 2．5

平 均値 31．5 6．7 6．4 0．4 6．2 2．5

挿表27　竪穴住居跡規模一覧表

遺 構 名 タ イ プ 梁 行 （m ） 桁 行 （m ） 桁 間 （m ） 桁 ／ 梁

S b 23 －a A －a 1．8 1 ．9 1．1

S b 16 A －a 1．8 2 ．0 1．1

S b 23 －b A －a 1．8 2 ．1 1．2

S b 12 A －b 1．8 2 ．5 1．4

S b 22 A －b 1．8 2 ．5 1．4

S B O 2 A －b 2 ．0 2 ．5 1．3

S b 2 6 A －b 2 ．0 2 ．5 1．3

S b 1 7 A －C 2 ．0 2 ．8 1．4

S b 14 A －C 2．2 2 ．2 1．0

S b O 5 A －C 2．2 2 ．7 1 ．2

S b O 6 A －C 2 ．2 2 ．7 1 ．2

S b 2 7 A －C 2 ．2 2 ．7 1 ．2

S b 1 9 A －C 2 ．2

S b 2 1 A －C 2 ．3 2 ．6 1 ．1

S b O 7 A －C 2 ．3 2 ．7 1 ．2

S b l O A －C 2 ．3 2 ．8 1 ．2

S b 1 3 A －C 2 ．3 2 ．8 1 ．2

S b 2 4 A －d 2 ．4 3 ．0 1 ．3

S b O 8 A －d 2 ．5 2 ．7 1 ．1

S b 1 5 A －d 2 ．5 2 ．9 1 ．2

S B O l A －d 2 ．6 2 ．6 1 ．0

S b ll A －d 2 ．6 2 ．9 1 ．2

S b 18 A －d 2 ．6 3 ．4 1．3

S b 2 0 B －a 2 ．8 2 ．8 1．4 1．0

S b O 9 B －b （A －C） 2 ．8 4 ．5 2 ．2 1．6

S b O 4 B －b （A －d ） 2 ．8 5 ．0 2 ．5 1．8

S b O 3 B －b （A －C） 3 ．0 4 ．6 2 。3 1．5

S b 2 5 B －a 4 ．1 1 4 ．4 2 ．2 1．1

挿表28　掘立柱建物跡規模一覧
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遺構名 平面形 長径（m）短径（m ）深さ（m）

SKOl 楕円形 1．2 0．9 0．5

SKO2 円形 1ユ 1．1 0．5

SKO4 円形 0．9 0．8 0．5

SKO6 隅丸方形 1．2 0．7 0．4

SKll 円形 1．8 1．7 0．08

SK12 不整方形 0．9 0．7 0．6

SK15 隅丸方形 1．5 1．5 豆．2

挿表29　土坑規模一覧表
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同様の住居が存在しないという共通点がある。また、岡山県津山市の遺跡においても床面が焼土化した長方形住

居が存在している。一般の住居跡では床面が焼土化している例がないため、これらの住居は単に居住を目的とし

たものではなく、工房や炊事場といった火を用いる共同施設として考えられている。

鳥取県内の竪穴住居跡は床面に焼土面をもつものが通常であり、その点ではSI05に他の住居との大きな差があ

るとは言えないが、SI05のもう一つの特徴は西壁際に平面円形と長円形のピットを配していることにある。播磨・

北摂地域の住居跡の中央土坑には円と長円の組み合わせが多く見られ、「10（いちまる）型中央土坑」と呼称さ

れている○ただしその配置は数字の「10」のように並列するもので、必ず長円の方が南側に位置している。この

土坑の埋土は炭化物や灰を多く含んでおり、室内の暖をとる囲炉裏のような用途を持つものと考えられている。

SI05の配置は直列であるが、P5からは多くの炭化物が出土する点においては類似性が認められる。SI05のP5、

P6の用途を考えると、壁際という位置は暖をとるには非効率と思われる。中央ピットを持たないことは建物の

中央に広い空間を必要としたことを意味しており、P5、P6と焼土面との間には空間があることから、両方が

関連しあった作業場としての性格が強いものと考える。越敷山遺跡群で多量に出土する鉄製品の存在をを考慮す

れば、小鍛冶場の可能性もあろう。

3．掘立柱建物跡について

荻名第3遺跡で検出した27棟の掘立柱建物跡の規模を比較し、分類を行った（挿表28）。まずA（1×1間）と、

B（1×2間）に大別する。Aは規模からAqa（梁行1．8m、桁行1．9～2．1m）、A－b（梁行1．8～2m、桁行

2・5m）、A－C（梁行2～2．2m、桁行2．2～2．8m）、Aqd（梁行2．4～2．6m、桁行2．7～3．4m）の4つのタイプに

分けられる。Bは平面形からa（正方形）とb（長方形）の2タイプに分けられる。このうちB－bのSB03と

SB09はA－Cを、SB04はA－dを横に2つ連ねたものと見ることができ、A－CとA－dを基本形とする同一

のタイプとみなした。

タイプ別の分布状況を示した挿図48を見ると、同一のタイプ同士で切り合う例が認められないことが分かる。

1区においては、A－bタイプのSB12がA－CタイプのSB13に先行することが判明しており、A－Cタイプを

取り／囲むようにA－dが分布している。これらのことからタイプの違いが掘立柱建物の建設時期の違いを表して

いると考えた。建材の再利用が行われたとするならば、ある時期に一定の規格が集中することも予想される。建

物規模の拡大が時代の流れに対応しているならば、［A－a］→［A－b］→［A－C］→［Aqd］→［B－a］

の順に立てられたと考えられる。

越敷山遺跡群では86棟の掘立柱建物跡が検出されている。内訳は1×1間が31棟（36．0％）、1×2間が49棟

（57・0％）、1×3間が2棟（2．3％）、2×2問が4棟（4．7％）となり、1×2間のBタイプが全体の過半数を占

める。しかしその規模は1・6～2・4mx2．3－3．8mの範囲に集中しており、これは荻名第3遺跡のAタイプの規模と

ほぼ一致している。そこで越敷山遺跡群のAB両タイプの掘立柱建物跡を、荻名第3遺跡のAタイプ細分法によ

って分類を試みたが、遺跡内における立地の傾向は兄いだせなかった。

41土坑状遺構について

SKOl、02、04、06の四つは掘立柱建物跡の北西に隣接している。特にSKOlの周りにはSBll、12、13という3

時期の掘立柱建物が建てられており、土坑と建物との関連性を強く示している。越敷山3C区は中期復業、越敷

山Ⅱ期の竪穴住居と貯蔵穴が検出されている。他の調査区においても土坑の多くから弥生時代中期の遺物が出土

しており、越敷山の中期の貯蔵施設は穴蔵が主流であったと考えられる。後期には掘立柱建物を倉庫として使用

したが、荻名第3遺跡では穴蔵が併用されていたと考える。品物によって収納を分けたのであろう。こうした土

坑と掘立柱建物との組み合わせを越敷山遺跡群で探したが、該当するものは存在しなかった。

側溝を持つSKllについては越敷山3C区SK－32、天王原遺跡C区SK－09、E区SK－27、29に類例が見られ

る。これらの土坑は入り口が窄まる袋状を里し、貯蔵穴と推測されるものである。底面しか残らないSKllもま

たこのような形態の貯蔵施設であったと考えられる。

5．遺跡内の変遷
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挿図48　堀立柱建物跡タイプ別分布図
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十　　　　十　　　　　十　　　　　＋　　　　十

＋　　　　十・　　　十

挿図49　荻名第3遺跡変遷図
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調査区内における遺構の変遷を、すべての遺構が越敷山Ⅳ期に属するものと仮定したうえで、出土した土器の

編年と掘立柱建物のタイプ差、遺構の切り合いから、大きく3時期に分けて図示した（挿図49）。

第1期　Ⅳ期古段階の時期で、竪穴住居は土器編年からSIO2、SIO5、SIO6、SIO8、SIO9、掘立柱建物はA－a、

bタイプとした。土坑は掘立柱建物との関連からSKOl、SK06と、SI04との切り合いからSK12を想定する。この

時期は1×2間の大型の倉庫を伴わず、1×1間の小型倉庫と貯蔵穴を使用していたと考える。2e3区では

SI08とSI09の中間に掘立柱建物が立ち並び、またSKllが使用された。

第2期　Ⅳ期新段階前半を想定した。竪穴住居SI06に代わりSI03が立ち、小型の住居SI04がその南西側の離れた

位置に立つ。第1期のSI02とSI05の位置関係と類似するものである。SIOlがSI02の隣に立ち、SI02の廃絶後に掘

立柱建物SB17が建てられる。1区の平坦面はA－Cタイプの建物が立ち並ぶ様相を見せる。1×2間の大型の

倉庫が現れるが、貯蔵穴を伴う1×1間の小型倉庫も依然として存在する。2、3区ではSIO8、SI09が継続する。

西側斜面で貯蔵穴SK15が使用され、SD16はその排水施設と考える。

第3期　Ⅳ期新段階後半。1区ではSIOl、SI03が継続し、掘立柱建物はA－CタイプにA－dタイプが加わり、

順次移行していく。2・3区ではSI07が現れ、その東側に掘立柱建物A－d、Br aタイプが建てられる。

調査区全体の傾向としては集落の立地する平坦面の中央は掘立柱建物群が立地し、竪穴住居跡がそれを取り囲

むように建てられている。この配置は越敷山の中心地区である17～20区で共通して見ることができる（挿図50）。

共有スペースの平坦な広場とそこに建てられた掘立柱建物の倉庫群、それを囲む竪穴住居が小さな集落単位を形

成していたとみられる。これらの集団間では建物の規模や出土遺物に差異を認めることはできない。越敷山遺跡

群は尾根上に立地する複数の集落単位がそれぞれ対等の関係で共存し、結びついていたと考える。

越敷山遺跡群の集落は弥生時代中期後葉に小規模な集落が営まれた後、後期前葉に姿を消す。後期中葉に再び

人々が集住し、その規模は中期をはるかに上回る。後葉に縮小するものの、終末まで一定の規模を有している。

後期前葉の空自期間と後期中葉に突出する集落規模の拡大が、地域間抗争などの社会的背景によるものであれば、

出土する銑鉄は軍事的緊張を示唆するものとして捉えることもできよう。淀江。大山町の妻木晩田遺跡では防衛

拠点とみられる後期前葉の環濠集落の背後に後期中葉の居住区が展開するが、越敷山遺跡群にも後期前葉の前線

的な地区の存在は十分に予想される。今後の調査に期待したい。

6．おわりに

今回の発掘調査は現場に水源がなく、また例年になく暑い日が続く中での作業になりました。そのような中、

発掘作業員の皆様には、未熟な調査員を支えながら献身的に作業をしていただきました。また整理作業員の皆様

には様々な面で御協力いただきました。最後になりましたが、作業に従事していただいた方々、そして御指導、

御協力いただいた方々に厚く御礼を申し上げます。
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挿図50　越敷山Ⅳ期の集落分布図
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図版1
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（北東から）

調査前遠景［2，3区］

（南東から）



調査後遠景［1区］

（北西から）

調査後遠景［1区］

（東から）

調査後遠景［1区］

（北東から）



調査後遠景［1，2，3区］

（南東から）

調査後遠景［2，3区］

（北西から）

調査後遠景［2，3区］

（南西から）
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SBO9完掘状況

（南西から）

SB11，12，13完掘状況

（南から）
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（南東から）
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（北から）
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SB25完掘状況

（北西から）

SB26，27完掘状況

（北東から）

2，3区中央遺構群

（北から）
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SKOl完掘状況

（南西から）

SKO2完掘状況

（南から）

SKO4完掘状況

（北から）
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SKOl土居断面（南西から）

SKO2土層断面（南から）
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SKO2遺物出土状況（南から）

‘ヽ

1

SKO4埋土下層検出状況（北から）

SKO2土層断面（南から）

SKO4土層断面（南から）



図版22

、・　ナ・ニ　一・一イ

ー　　　ナ

Arノ

津1．1

凄軽

㌔∴憲艶磁器狂∴∴濱

SKO6完掘状況

（北東から）

SK12完掘状況

（北北東から）

SKll完掘状況

（北東から）



SKO6土居断面（北北東から）

SKll土層断面（南西から）

SK12土層断面（南東から）



図版24

SK15完掘状況

（南西から）

SK15土層断面

（南から）



SD16A－A’土層断面（南から） SD16B甘土層断面（南から）
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SIO1，02，03出土土器
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S101，02出土土器
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S104出土土器（1）
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S104出土土器（2）
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S104出土土器（3）
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S104出土土器（4）
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S104出土土器（5）
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図版33
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SIO4出土土器（6）
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S104，05出土土器
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SH〕5，07，ピット出土土器



図版36

さニ、ニ

．．、＿．4－－－・・さ　芦ご＿

苛Tl、－．－！垂・′

琶lご壷lニ1－－攣11二ヨ

1．1－・

SIO3，06，07出土土器
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荻名第3遺跡出土石器
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S108，09，ピット，土坑，遺構外出土土器
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荻名第3遺跡出土鉄器・鉄製品
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